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 平成２７年第１回平取町議会定例会 （開 会 午前９時３０分）

議長 皆さんおはようございます。ただいまより本日の会議を開きます。ただいまの

出席議員は１１名で会議は成立します。 

日程第１、会議録署名議員を指名します。会議録署名議員は、会議規則１２２

条の規定によって、７番松原議員と６番千葉議員を指名します。 

日程第２、議案第２０号平成２７年度平取町一般会計予算、 

日程第３、議案第２１号平成２７年度平取町国民健康保険特別会計予算、 

日程第４、議案第２２号平成２７年度平取町後期高齢者医療特別会計予算、 

日程第５、議案第２３号平成２７年度平取町介護保険特別会計予算、 

日程第６、議案第２４号平成２７年度平取町簡易水道特別会計予算、 

日程第７、議案第２５号平成２７年度平取町国民健康保険病院特別会計予算、

以上議案６件を一括して議題とします。これより平成２７年度各会計予算にか

かわる提案説明を求めますが、前段、予算説明資料に基づく各会計予算総括概

要、続いて一般会計より順次各会計の説明をお願いします。それでは、平成２

７年度各会計予算の概要並びに一般会計予算について提案説明を求めます。ま

ちづくり課長。長時間になると思いますので、お座りいただいて説明いただい

てけっこうです。 

ま ち づ く

り課長 

それでは恐縮ですが、着席で説明させていただきます。議案第２０号平成２７

年度平取町一般会計の予算を説明させていただきますけれども、今議長より、

最初に各特別会計を含めた予算概要の説明を求められましたので、平成２７年

度予算説明資料にてご説明を申し上げます。まず表紙でございますが、これは

目次になっておりまして、本資料は１番の平成２７年度各会計予算総括から１

９番の平取町畜産公社事業調べまでの３８ページの内容となっております。表

紙をお開き下さい。平成２７年度各会計予算総括です。一般会計の総額は、５

３億３３００万円、２６年度比４億３４００万円、７．５％の減となっており

ます。次に、特別会計の国民健康保険特別会計は８億８７７４万円、２６年度

対比で１億３６１万円、１３．２％の増となっております。後期高齢者医療特

別会計は７９６２万円で、２６年度対比２５２万円、３．３％の増となってお

ります。介護保険特別会計は４億５８１０万円、２６年度対比で２７３０万円、

６．３％の増となっております。簡易水道特別会計は３億７４４５万２千円、

２６年度対比で１億１８１８万５千円、４６．１％の増となっております。続

いて、国民健康保険病院特別会計は８億１０６５万９千円、２６年度対比で５

６３３万８千円、７．５％の増となっております。五つの特別会計の総額は２

６億１０５７万１千円、２６年度対比で３億７９５万３千円、１３．４％の増

となっております。一般会計、特別会計をあわせた２７年度の予算規模は７９

億４３５７万１千円となりまして、２６年度に比べ１億２６０４万７千円、１．

６％の減となっております。平成２５年度の決算におけます平取町の各種の財
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政指標は、改善が見られているものの、アベノミクスの効果が地域経済に十分

に浸透するまでには至っておらず、それらを背景とした地方財政を取り巻く環

境は依然として厳しい様相を払拭できない状況となっております。平成２７年

度平取町各会計予算は、既に審議会からの答申を受けた第５次総合計画の財政

計画並びに実施計画に基づき、維持可能な財政構造の構築を意識しまして、経

常的経費においては、さらなる節減に努めながら、町民ニーズに合致する投資

的経費の重点的配分に努めたところでございます。それでは各会計の予算につ

いて概要を説明いたします。まず、３ページの一般会計です。歳入１款町税、

これは固定資産税の評価替え等による減額要素から４億７３６７万７千円とい

たしまして、２６年度対比で６４４万１千円、１．３％の減となってございま

す。２款から１１款につきましては、２６年度決算見込み、２７年度地方財政

計画の状況により、積算計上しておりますけれども、２款地方譲与税６０９０

万円は、２６年度に引き続き、自動車重量譲与税が減になる見込みであること

から、１５１０万円、１９．９％の減を見込んでおります。１０款地方交付税

は２８億７千万円といたしまして、２６年度対比で２億３３００万円、７．５％

の減となっております。内訳は、普通交付税は新単位費用等から推計いたしま

して、２５億６千万円と見込み、国の地方交付税特会としては０．８％の減少

となっておりますけれども、２６年度の決算見込みなども勘案しまして、当初

予算比で２億３００万円、７．３％の減で計上しております。特別交付税は２

６年度の決算見込みから２６年度対比３千万円減の３億１千万円と見込んでご

ざいます。１１款自動車取得交付税７００万円は、販売台数等の減が見込まれ

ることなどを理由に、３００万円、３０．０％の減となっております。１２款

分担金及び負担金３１４８万２千円は、保育料の増などから２０４万円、６．

９％の増となっております。１４款国庫支出金３億６２５２万１千円は、臨時

福祉給付金事業、埋蔵文化財発掘調査委託金などの減によりまして、９８００

万１千円、２１．３％の減となってございます。１５款道支出金３億１２０５

万９千円は、経営体育成支援事業補助金、子育て支援臨時対策交付金などの減

によりまして、８９９万２千円、２．８％の減となっております。１６款財産

収入７４０９万５千円は、公宅貸付料の減によりまして４．８％、３７５万３

千円の減と。１８款繰入金３億５４００万円は、２６年度に比べ１億５４２５

万円、７７．２％の増となっておりまして、交付税の伸びが期待できないなか、

各種事業への財源として充当を図るというものでございます。次に歳出でござ

います。増減の幅が多い款のみ説明をさせていただきます。３款民生費８億１

１６０万９千円は、２６年度対比で６９２６万５千円、７．９％の減となって

おりますけれども、実践型地域雇用創造事業、臨時福祉給付金、子育て世帯臨

時特例給付金などの減が主な要因になっております。４款衛生費２億６３７１

万５千円は、平成２６年度実施いたしました雑排水施設改修事業の減等により

まして、４７５９万３千円、１５．３％の減となってございます。５款農林水

産業費は３億１８０４万３千円、１０３３万８千円、３．１％の減となってお
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ります。これはオユンベ線林道改良工事等では増となっているものの、経営体

育成支援事業等の減が主な要因となってございます。７款土木費３億８８８９

万円は、道路改良事業、公営住宅建設事業費の減で１２．８％、５７０１万円

の減となっております。８款消防費２億６６４６万２千円は、２６年度計上い

たしました消防無線のデジタル化事業の完了によりまして、８２２３万５千円、

２３．６％の減となってございます。９款教育費４億７３９３万４千円は、９．

６％、５０５４万８千円の減となっておりまして、埋蔵文化財発掘関係経費の

減が主な要因となってございます。１１款公債費６億５７３４万９千円は、１

６．８％、１億３２４８万６千円の減となっておりまして、これはふれあいセ

ンター整備事業等の償還が完了したということによる大幅な減となってござい

ます。次に４ページをお開き願います。国民健康保険特別会計でございますが、

歳入１款国民健康保険税２億１７８３万４千円で、１．９％の減としておりま

すけれども、１世帯当たりの保険税としては２６年度より３９００円増えると

いうことでの積算となってございます。歳出２款保険給付費は、２６年度比２．

０％の減とほぼ横ばいとなっておりますけれども、一般被保険者療養給付、高

額療養費を過去の実績等により見込んでの計上となってございます。共同事業

の拠出金基準の改定によりまして、拠出金の額が増大し、それが要因で会計規

模は２６年度比で１３．２％、１億３６１万円の増となってございます。次に、

後期高齢者医療特別会計でございますが、歳入では保険料、繰入金を計上いた

しまして、歳出では、北海道後期高齢者医療広域連合への納付金をはじめ、所

要経費を計上してございます。５ページでございます。介護保険特別会計です

が、歳出の保険給付費は制度改正に伴う報酬改定、介護サービス利用の増加、

総務費では第６期介護事業計画策定に伴う経費の増加を見込み、会計予算総額

は２６年度と比べ、６．３％の増となってございます。次に簡易水道特別会計

ですが、本町地区、貫気別地区簡易水道配水管整備工事等の増によりまして、

歳出の事業費で９５．７％の大幅な増となっております。歳入歳出それぞれ４

６．１％の増の予算規模となってございます。６ページ目でございますが、国

保病院会計です。総額で２６年度予算対比、歳入４．７％の増となっており、

資本的収入の病院改築に伴う一般会計繰入金、企業債の増などが要因となって

ございます。続いて、７ページの一般会計歳出構成表についてご説明申し上げ

ます。まずその支出が任意に削減できない義務的経費は、２１億１２７８万８

千円となっておりまして、２６年度対比で１億６５万２千円、４．５％の減と

なっております。人件費におきましては、給与改定、退職者と新規採用者の支

給額の差による増減等で２．９％の増、扶助費は、２６年度に比べ若干増え０．

６％の増、公債費は、大型事業の償還が完了したことによりまして、２６年対

比で１６．８％の減となってございます。また投資的経費は１１億７４５７万

９千円で、２６年度比３億４７０２万２千円の減、２２．８％の減となってご

ざいます。補助事業は２６年度に比べ、消防デジタル無線事業の完了、埋蔵文

化財発掘事業、公営住宅建設事業、分譲宅地の造成事業などの事業費が減とい
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うことで、３５．１％の減、２６年度実施の雑排水施設整備、道路整備事業の

減などで単独事業も１５．６％の減となってございます。その他の経費は２０

億４５６３万３千円、２６年度対比で１３６７万４千円、０．７％の増となっ

てございます。各会計への繰出金が４．７％の増となっております。その他の

物件費でございますが、これが０．２％の増、維持補修費が６．２％の増とな

っております。その他の経費が予算総額に占める構成比は３８．３％となって

ございます。８ページ、９ページでございますが、これは一般会計における性

質別、目的別の歳出分類表となっておりますので、説明は省略をさせていただ

きたいと存じます。１０ページでございます。２６年度の町税収入見込額とな

っております。収入見込額の欄、一番下の欄でございますが、総額で４億９８

５８万８千円となってございまして、下のグラフのとおり２５年度の決算額に

比べまして２７５万６千円、０．６％の減となってございます。１１ページは

町税の積算内訳表となっておりまして、また今回から１２ページの個人町民税

調定見込額調べを添付しておりますので、歳入見積書とあわせてご覧いただき

たいと存じます。それでここでですね、ちょっと訂正をお願いしたいと存じま

す。１２ページの一番上の表の、所得区分の均等割り特徴が９２５人とありま

すけれども、ここは９５２人に訂正をお願いしたいと存じます。それでは１３

ページでございますが、普通交付税の推移及び一般会計公債費の３１年度まで

の償還見込みの額ということになってございます。普通交付税の推移におきま

しては、平成１６年度の三位一体改革等によりまして大幅に削減されたと。そ

れ以降でございますけれども増化の傾向にございました。しかし、平成２５年

度以降は国の地方財政計画でも減少傾向となりまして、２６年度決算見込みで

は２５年度対比２億５３９４万９千円の大幅な減となっております。今後も厳

しい状況が予想されます。公債費は第５次の総合計画等に基づきまして推計を

してございます。平成３１年度には６億１３９５万４千円程度になるものとの

推計が出てございます。１４ページをお開き願います。基金現在高の見込み状

況です。１の財政調整基金から８までのそれぞれの特定目的基金までが一般会

計、９、１０番は特別会計分となってございます。一般会計における２６年度

末の基金残高見込みは２４億３２７２万８千円、２７年度での取り崩し、積立

分を加えますと平成２７年度末では２０億８４１３万７千円となる見込みでご

ざいます。下段の金券事業分については、ご覧のとおりでございます。次のペ

ージ、１５ページにつきましては、平成２６年度、２７年度の基金の取崩し予

定等について記載してございます。２７年度において最も多く取崩しを予定し

ている沙流川ダム地域振興基金は、防犯灯のＬＥＤ整備事業から学校グラウン

ド整備事業までの３２事業、３億２９００万円を繰り入れるということにして

ございます。次のページの１６ページから２５ページでございますが、これは

平成２７年度の主要事務事業を掲載しております。個別の説明は省略させてい

ただきたいと存じます。２６ページ目をお開き願います。これは簡易水道特別

会計、国保病院会計への繰出金の算出の内訳となっております。２７ページは
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平取町の一般会計における、地方消費税交付金の充当状況を示した表となって

おりまして、社会福祉、社会保険、保健衛生の各分野での関係経費の合計が９

億９５７０万１千円となってございます。それの財源といたしまして一般財源

のうち１１３０万円が充てられるという状況になってございます。２８ページ

から３３ページまでは、各一部事務組合の負担金の内容となっておりますので、

各科目における予算説明で改めて説明をさせていただきたいと存じます。３４

ページは日高管内地方税滞納整理機構の歳入歳出の内訳と、各町の負担金の算

出資料となってございます。３５から３８ページは平取町畜産公社事業におけ

る決算見込、事業目論見となってございますが、説明は省略をさせていただき

たいと存じます。予算説明資料の説明は以上とさせていただきます。これより

一般会計予算書の説明に入りますけれども、ただいま説明した説明資料を使っ

ての説明もさせていただく箇所もございますけれども、その科目によっては複

数の事業が複数の節により計上されているという場合がございますので、事業

としての全体額などがわかりづらい場合もございますので、あわせて説明資料

などでご確認をいただければと思っております。また、内容が恒常的で大きな

変化等がない科目等については説明を省略させていただきますので、ご理解を

お願いしたいと思います。それから、ご存じのとおり工事請負費、委託料での

事業の入札等において影響が予想されるものについては、金額を記載しており

ませんので、あわせてご理解をお願いしたいと存じます。それでは、議案第２

０号平成２７年度平取町一般会計予算について説明をさせていただきます。第

１条、歳入歳出予算でございますけれども、歳入歳出予算の総額は歳入歳出予

算それぞれ５３億３３００万円とするものでございます。第２項におきまして

は、歳入歳出予算の款項の区分及び当該区分ごとの金額は「第１表 歳入歳出予

算」によることとしております。第２条、地方自治法の規定により債務を負担

することのできる事項、期間及び限度額は「第２表 債務負担行為」によるもの

としてございます。第３条、地方債については地方自治法の規定により、起こ

すことができる町債の目的、限度額、起債の方法、利率及び償還の方法は、「第

３表 地方債」によるものとしてございます。第４条において一時借入金の最高

額を１０億円としてございます。それでは、歳入歳出事項別明細における歳出

より説明をいたしますので、８８ページをお開き願いたいと存じます。８８ペ

ージ、３歳出１款１項１目議会費５７９４万６千円を計上しております。定数

１２名分の報酬と関係経費を計上してございます。４節共済費は、議員共済会

負担金の率の改定によりまして、２６年度に比べ２９８万２千円の増となって

ございます。１８節備品購入費１２万６千円はロングマイクロフォンユニット

の購入費用となってございます。８９、９０ページでございます。ここからは

２款総務費についてご説明を申し上げます。２款１項１目一般管理費、全体で

１２億３８００万７千円を計上してございます。本科目については、職員給与、

嘱託報酬、臨時職員の賃金及び行政事務に係る旅費、研修経費、行政システム

管理経費、一般事務経費等について計上してございます。１節の報酬は嘱託職
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員を２６年度に比べて１名増員としたことから、４８４万８千円の増となって

ございます。２節給料は２６年度対比で４名の増となりまして１２９８万７千

円の増、３節職員手当は改定による勤勉手当等が増加ということが主な要因と

なり４７７万８千円の増となってございます。４節共済費は共済組合負担金の

減によりまして２４３万１千円の減となっております。７節賃金でございます

けども、２６年度対比で２名の増加で６３４万５千円の増となっておりまして、

今日お配りいたしました一般管理費へ計上した準職員報酬及び嘱託職員の比較

表ということになっておりまして、上段が準職員、その下が嘱託職員というこ

とになってございまして、便宜上、一般管理費にすべて計上してございますけ

れども、本来の科目におきましてはこのような配置になっているということで、

ご承知おき願いたいと思っております。準職員では１名の増、嘱託職員では２

名の増というような状況になってございます。戻りまして１３節の委託料でご

ざいますけれども、２６年度計上のホームページ改修委託料３５０万円が減、

新規で番号法関連例規整備委託料２００万円、ふるさと寄付金包括業務委託料

１１８万円が増となったことから、全体で１２３万円の増となってございます。

１４節使用料及び賃借料は事務機器等使用料の増加で１９１万８千円の増とな

っております。１９節負担金、補助及び交付金には、平取町自治会総合交付金

２０６６万６千円を計上、新規でマイナンバー制度導入に伴う地方公共団体情

報システム機構負担金４４１万７千円を計上しているという状況でございま 

す。次９１ページをお開き願います。２目会計管理費１０９万１千円でござい

ますが、これは出納事務に関する事務経費を計上してございます。事務用品、

消耗品の減額によりまして科目全体で１万５千円の減額となってございます。

９２ページ。３目財産管理費２４４２万８千円の計上となっております。この

費目は庁舎、職員住宅及び振内単身者住宅の管理経費について計上してござい

ます。１１節需用費、修繕料は２６年度計上の解体工事分が減となりまして、

需用費全体で３４０万円の減となってございます。１３節委託料は新規事業の

公有財産管理台帳等の電子化のための導入委託料３４０万円を計上してござい

ます。１４節使用料及び賃借料２２万３千円の減でございますけども、これは

今まで借地だった庁舎隣接地を購入したことによる借地料の減ということにな

ってございます。１５節工事請負費は職員住宅の浄化槽設置工事１棟２戸４９

０万円を計上してございます。２６年度計上の貫気別支所高圧キュービクル設

置工事の減で工事請負費としては３１０万円の減というふうになってございま

す。９３ページ４目町有林管理費６９万円の計上です。山火事警防に係る巡視

を森林組合に委託する経費でございます。車両経費等の増加によりまして４万

円増の６９万円を計上してございます。９４ページ５目町有林造成費７３００

万円の計上でございます。この費目は町有林における各種整備事業等を計上し

てございますけれども、１２節役務費、森林保険料の増で２９万３千円の増と

なっております。１５節工事請負費は事業量の増によりまして２６年度比で７

６２万１千円の増、６５８０万８千円を計上しておりますけれども、このうち
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冬季間雇用対策事業に関しましては、２６年度に引き続き雇用対策として地域

雇用創出基金１千万円を充当することで計上してございます。９５ページ６目

広報広聴費３８８万１千円の計上です。広報びらとりの発行経費について計上

してございます。１１節需用費、印刷製本費３３８万６千円は、年１０回の発

行といたしまして、ページ数の増、色刷りページを増やし見やすい紙面とする

ための単価増分で２６年度比で２７万４千円の増となっております。１８節備

品購入費は取材用カメラの更新で１２万円を計上してございます。９６ページ

７目支所費３７３万３千円の計上です。この費目は振内、貫気別支所に係る庁

舎管理費及び事務経費等について計上してございます。１１節の需用費は修繕

料で２６年度実施の貫気別支所の駐車場の舗装の経費が減となったことにより

８５万９千円の減額となってございます。９７ページ８目公平委員会費５万４

千円の計上です。これは委員会開催経費に伴う報酬、費用弁償を計上してござ

います。２６年度同額を計上しております。９８、９９ページでございますが、

９目の企画費１億１０４７万２千円の計上でございます。企画費は総合計画関

係経費、情報通信設備等の維持経費、移住定住促進経費、地域公共交通関係経

費、新エネルギー導入推進経費、１％まちづくり事業関係経費等を計上してご

ざいます。１節報酬８１万４千円は、第６次の総合計画策定のための策定委員

報酬等の回数の増ということで５万４千円が増となっております。８節の報償

費１６２万円でございますが、これは２６年度に引き続きまして、協力隊事業

ですとか、まちづくり各種事業等について外部からの視点でのアドバイス等を

目的とした外部専門家への謝礼となっておりまして、２６年度比で１６０万円

の減となってございます。１１節の需用費７５０万５千円は、修繕料の新規で

ございまして、とよぬか山荘の屋根改修を計上したことが要因で４７８万８千

円の増となっております。１３節の委託料２９７５万６千円でございますが、

新規でバイオマス産業都市構想策定業務委託料、それからふれあいセンター太

陽光発電設計委託料、継続でありますけれども二風谷地区再整備事業実施設計

委託料等の増によりまして、２３０７万９千円の増となってございます。１５

節工事請負費６１４万９千円は、光ケーブル、地デジの配信施設の増強工事等

を計上してございます。２６年度計上いたしました二風谷分譲宅地の造成工事

が完了ということで、工事請負費としては６０２１万８千円の減となってござ

います。１９節の負担金、補助及び交付金５３３２万１千円は、ペレットスト

ーブ購入補助、太陽光発電システム補助を継続といたしまして計上してござい

ます。それから、平取町で起業を目指す方への支援策としての、起業化支援対

策補助金１００万円も継続計上してございます。地域公共交通活性化・再生総

合事業負担金もデマンドバス運行等に係る協議会の負担金でございますけど 

も、事務事業の委託を取りやめということで直営にしたことから１３７２万９

千円の減額計上となってございます。町民税１％事業のコミュニティー活動支

援事業も継続計上をしてございます。また、２５年度から実施いたしました定

住対策事業として、民間アパート等の建設費用を助成し町内の定住できる環境
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を確保する民間賃貸集合住宅整備事業助成金２千万円も継続計上してございま

す。なお企画費に係る各種事業につきましては、説明書の１６、１７ページに

掲載をしておりますので、予算書を見る上でのご参照をお願いしたいと思って

おります。１００ページ目をお開き願います。１０目水資源対策費３９０３万

６千円の計上でございますけれども、平取ダム建設事業に係るアイヌ文化環境

保全対策事業と沙流川総合開発事業利水者負担金を計上しております。保全調

査は国からの委託により実施するものでございますけれども、調査班１２名分

の人件費と調査にかかる事務経費で科目総額のうち３８１８万３千円を計上し

ているというところでございます。４節の共済費４１２万１千円、それから７

節の賃金２６２７万１千円は単価等の整理でそれぞれ減額をしてございます。

１４節の使用料及び賃借料４０１万３千は車両の更新により３７万３千円の増

となってございます。１９節の負担金、補助及び交付金でございますが、これ

は利水者負担金６０万３千円は二風谷ダム管理に係る平取町の負担分を計上し

ております。それと、期成会の経費に余剰金があって、２６年度予算には未計

上でありました平取ダムの建設促進期成会への助成金でございますが、これは

さらに平取ダムの早期完成の要請活動を継続的に行うということから２７年度

２５万円を予算計上しているところでございます。１０１ページ１１目交通安

全対策費４１４万３千円を計上しております。交通安全対策に係る事務経費、

振内交通公園管理費、交通安全推進委員会への補助金等を計上してございます。

１１節の需用費、修繕料は２６年度までの専用車両の車検経費等が減となりま

して２８万１千円の減ということになってございます。１０２ページ１２目の

イオル推進対策費でございます。イオル再生事業に係る人件費及び各種調査費

などを計上してございます。２６年度予算と大きな増減はございませんけれど

も１６節の原材料費では新規でイオルの森のしゅうけい緑化木苗木の購入代３

８万円を計上してございます。１０３ページ１３目アイヌ文化情報センター費

４４９万４千円を計上しております。これはアイヌ文化情報センターの管理経

費ということでございまして、７節賃金の１２２万７千円の減でございますけ

れども、これは管理賃金を一般管理費に計上したことによるものでございます。

１４節使用料及び賃借料でございますが７６万２千円でございますけれども、

これは事務機器リース料の減によりまして２９万４千円の減ということになっ

ております。１０４ページ１４目の諸費３４２万７千円の計上です。１４節使

用料及び賃借料は振内の王子製紙旧所有地に係る借地料でございますけれど 

も、これは土地に係る相続放棄等の関係で地代を受け取る側の整理ができてい

ないということから、その分を当面減額とさせていただいたことによる１６万

４千円の減ということになっております。１９節は各種団体等への補助金、負

担金となってございます。１０５ページ。２款２項１目の税務総務費５６万９

千円の計上です。この科目は固定資産評価審査委員の報酬、税務職員の旅費、

町税の過年度還付金を計上しております。２６年度同額となってございます。

２目賦課徴収費１０６２万円は賦課徴収に関しての関係経費を計上しておりま
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す。１３節の委託料は、新規で住民年金特徴・電子申告ＡＳＰ利用料及び保守

料１２１万８千円を計上したことによりまして６１万６千円の増ということに

なっています。１０７ページ２款３項１目戸籍住民基本台帳費９１５万８千円

の計上です。戸籍の管理等に関する経費を計上しております。１２節役務費は

新規文字作成手数料が減ということによりまして、１１万４千円の減となって

おります。１３節委託料は住民基本台帳ネットワークシステム機器保守料の増

で１３万５千円の増となっております。１４節使用料及び賃借料は、住基ネッ

トシステムリース料、窓口証明機器リース料が減っておりまして、７２万７千

円の減となっております。１０８ページ２款４項１目選挙管理委員会費６３万

６千円の計上です。これは委員報酬と委員会運営費について計上してございま

す。１０９ページ２款４項２目北海道知事及び北海道議会議員選挙費６３８万

６千円の計上です。平成２７年４月１２日に執行されます北海道知事及び北海

道議会議員選挙経費について２７年度の経費分について各節ごとに計上してご

ざいます。１１０ページ２款４項３目町議会議員選挙費４８０万５千円の計上

でございます。平成２７年４月２６日に執行されます平取町議会議員選挙経費

について、各節ごとに計上してございます。１１１ページ２款５項１目諸統計

費１３万６千円でございます。各種統計関連経費を計上しております。２６年

度は５年ごとに実施されました農林業センサス調査員の報酬などの経費を計上

しておりましたので、それらがなくなり、科目で１３２万８千円の減となって

ございます。１１２ページ２款５項２目国勢調査費４２３万円の計上です。こ

れは５年に一度実施されます国勢調査に係る経費となっております。６０名の

調査員等の報酬ほか、事務費等を計上してございます。１１３ページ２款６項

１目の監査委員費１０６万８千円の計上です。これは監査委員報酬、関係事務

費について計上してございます。１１４ページ、１１５ページでございまして、

これより３款の民生費となります。３款１項１目社会福祉総務費２億６６３８

万９千円の計上です。本科目は戦没者追悼式の関係経費、各障害者等の給付費、

国保会計への繰出金、民生児童委員活動経費、各種アイヌ文化振興対策経費な

どが計上されてございます。大きな増減のあるものを説明させていただきます。

１節報酬２３４万３千円の計上でございますが、２１世紀伝承の森推進員委員、

社会福祉業務嘱託報酬などが計上されておりますけれども、２６年度計上の平

取町障害福祉計画策定委員報酬がなくなったことで、８万２千円の減となって

ございます。３節の職員手当、時間外手当でございますけれども１２万５千円

は２６年度に引き続き実施される臨時福祉給付金事業に係る事務処理のための

職員賃金で、事務量が昨年度に比べて減ることから１７万５千円の減としてご

ざいます。８節報償費１１２８万円はアイヌ文化振興関連の専門家への謝金が

計上されておりますけれども、地域おこし協力隊謝金が９名から５名での予算

計上となったことが要因で８２６万円の減となってございます。９節旅費１１

９万７千円は地域文化資源等ネットワーク形成事業等が終了したことによりま

して、一般旅費が減って６８万２千円の減となってございます。１１節需用費
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９１万１千円も地域文化資源等ネットワーク形成事業に係るＰＲポスターなど

の印刷製本費が減したことによりまして９６万円の減となってございます。１

３節委託料９７２万３千円はアイヌ文化データベース化支援業務委託、障がい

者相談支援業務委託料などが計上されてございますけれども、２６年度で実施

されましたシャトルバス運行企画業務、実践型地域雇用創造事業の委託料、工

芸品等のＰＲシステム開発業務等が完了したということと、地域おこし協力隊

の活動支援業務委託料が減額されたということによりまして１９６０万１千円

の減額となってございます。１９節の負担金、補助及び交付金３８７５万９千

円は社会福祉協議会への補助金、沙流川・鵡川ペアライン活性化協議会、二風

谷民芸組合、アイヌ文化振興推進協議会、平取アイヌ協会などへの団体補助金

等が計上されておりますけれども、臨時福祉給付金１２９０万円などの減によ

りまして、節としては１０５７万４千円の減ということになってございます。

１１５ページの２０節の扶助費でございますが、これは重度心身障がい者医療

費１００万円、相談支援給付費等の４５０万円の減などによりまして３６９万

９千円の減となってございます。２８節繰出金、国民健康保険特別会計繰出金

３９１０万７千円は、２６年度に比べまして２８３万３千円の減ということに

なっております。内訳は保険基盤安定等の繰入金として保険者支援分と保険料

軽減基準額において２５１万７千円減となっておりまして、国保財政の安定化

支援事業分については３１万６千円の減と内訳はそのような状況になっており

ます。計上しておりますアイヌ文化の振興推進事業といたしましては、説明資

料の１８ページでございますのでご参照を願いたいと思います。１１６ページ

３款１項２目老人福祉費２億４８万７千円の計上です。この費目は老人福祉寮

経費、老人福祉バス運行委託費、デイサービス運営費、高齢者事業団運営費、

介護保険特別会計及び後期高齢者医療特別会計への繰出金などについて計上し

ている科目でございます。１１節の需用費、修繕料で２６年度計上の貫気別老

人福祉寮非常用外部スロープの修繕料等が減となったことで、需用費としては

８４万２千円の減となってございます。１２節役務費６５万４千円は、温泉の

無料券配布のための簡易書留料金の増によりまして、６０万４千円の増となっ

てございます。１９節負担金、補助及び交付金８４２２万円ですけれども、こ

れは２６年度比で１５８５万７千円の減となってございますけども、主な要因

といたしまして、老人医療療養給付負担金が１３５８万６千円の減、それから

平取デイサービス運営補助金を３００万円減したということによるものでござ

います。２０節の扶助費８９５万５千円はびらとり温泉の無料入浴券を配布す

る事業の実績によりまして５４４万３千円を減したことによりまして、減とな

ってございます。２８節繰出金は介護保険特別会計への平取町のルール分の繰

出金７１８０万９千円となってございます。２６年度に比べ８０７万円の増と

なっております。後期高齢者医療特別会計繰出金は広域連合市町村事務負担分

が２２６万３千円、特別会計運営費分が３２４万５千円、保険基盤安定負担分

が２１００万６千円のあわせて２６５１万４千円となっておりまして、これは
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２６年度に比べて１０７万１千円の減ということになってございます。１１７

ページ３目でございます。すこやか福祉基金費１７８万９千円の計上です。単

身老人世帯に設置しております緊急通報システム管理経費等について計上して

おります。１２節の手数料は設置台数の減によりまして１２万２千円の減、１

３節委託料８５万８千円も対象台数の減ということで３４万８千円の減、１８

節備品購入費４８万８千円は２６年度計上の１２台が７台となったことから、

３４万８千円の減ということで計上してございます。１１８ページ４目国民年

金費１０万４千円の計上でございますけども、これは日本年金機構との連絡事

務経費となってございます。１１節需用費２万円は２６年度計上の年金システ

ム改修の修繕料１４万１千円が減となってございます。１１９ページ５目生活

館費３８２４万円の計上です。３７施設の生活館の管理経費ということでござ

います。１１節の需用費１７０５万５千円は光熱水費が６４万円の増、修繕料

が一般修理等で１２６万９千円の増によりまして、需用費で２６年度対比２０

０万２千円の増となってございます。１３節委託料は振内町民センターのエレ

ベーター取りつけ等の改修実施設計委託料が増しておりまして４５８万５千円

の増となってございます。１５節工事請負費５５０万円は、旧長知内生活館の

解体工事費となってございます。２６年度は振内町民センター、荷菜研修セン

ターの外壁塗装工事１２００万円を計上しておりましたので、費目としては６

５０万円の減ということになってございます。１２０ページ６目共同作業所費

１１９万６千円を計上しております。本科目は二風谷民芸品共同作業所に係る

経費について計上しております。１３節の作業所管理委託料１１２万円は管理

のための報酬、光熱水費等を積算して計上しております。２６年度同額を計上

しております。１２１ページ７目の介護支援費１５５万８千円は、地域包括セ

ンターの運営に係る事務経費を計上しております。９節旅費、普通旅費は介護

支援専門員の研修旅費の増により８万４千円の増となってございます。１３節

委託料５３万４千円は居宅介護予防サービス計画の作成委託料が９万６千円増

えたことによりまして、１０万８千円の増となっております。８目ふれあいセ

ンター管理費３６６９万６千円の計上でございます。１１節需用費１５８０万

７千円は２６年度比で３３１万７千円の減となっておりますけども、これは２

６年度修繕料で計上の図書館屋上の防水修繕料の減によるものでございます。

１５節の工事請負費７５０万円は新規事業でございまして、建物のメンテナン

スといたしまして、さらに屋上の防水改修工事を予定するということにしてご

ざいます。１２３ページ９目子ども発達支援センター費２８２万８千円の計上

です。子ども発達支援センターの管理運営に係る経費の計上となっております。

２６年度とほぼ同じ額となっておりますけども、１８節備品購入費は遊具でご

ざいまして、空気の入ったトランポリンの購入費４２万円を計上してございま

す。それでは１２４ページ３款２項１目の児童福祉総務費３２１９万円の計上

でございます。１節報酬は子ども・子育て支援事業計画策定に伴う委員会、委

員報酬１３万７千円を計上しております。３節の職員手当、時間外手当１２万
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５千円、７節賃金、臨時職員賃金６６万５千円は平成２６年度から実施されて

いる子育て世帯臨時特例給付金給付事業として、子育て世帯の影響を緩和し、

消費の下支えを図る観点から臨時的な給付措置として国が行う事業に係る経費

となってございます。１１節需用費２６８万４千円はへき地保育所の修繕料等

によりまして１２万８千円の増、１３節委託料４６５万４千円はへき地保育所

の管理料３７６万２千円、その他システム改修費等が含まれてございますけれ

ども、２６年度実施しました子ども・子育て支援事業計画策定業務委託料２２

６万８千円、それから新制度対応業務委託料１８３万６千円がなくなったこと

によりまして、４５８万９千円の減ということになってございます。１９節負

担金、補助及び交付金７３１万円は主なものといたしまして、常設保育所保育

士の特別枠配置事業補助金５１６万円、子育て世帯臨時特例給付金１９５万円

が計上されてございます。２６年度の子育て支援対策事業４８６万円が減とな

りまして、それから子育て世帯の特例給付金も２５５万円減っているというこ

とから１９節としては７３９万円の減ということになっております。２０節扶

助費１３４０万円でございますが、これはすこやか赤ちゃん誕生祝い金は２９

名分でございまして、２６年度より１００万円多い５４０万円を計上してござ

います。乳幼児医療費が２６年度比で１００万円の減ということになってござ

います。１２５ページ２目の児童措置費２億２８１１万８千円の計上です。１

３節委託料１億５３９８万３千円、常設保育所運営費につきましては４保育所

１２４名分につきまして計上してございます。２０節の扶助費７４０２万５千

円児童手当につきましては、２５年度に制度改正が行なわれ０歳から３歳未満

は１万５千円、３歳から小学校修了前は第１子２子１万円、第３子以降は１万

５千円、中学生は１万円と所得制限限度額を超える場合は一律５千円とされる

内容で計上してございます。２６年度に比べ４万５千円の減額ということにな

ってございます。１２６ページ３目児童福祉施設費２０１万４千円でございま

す。本町の児童館、振内児童クラブに係る運営経費について計上しております。

７節賃金は振内児童クラブ、代替補助職員等の金額の増によりまして、２１万

２千円の増となっております。１１節需用費６７万４千円は、２６年度に平取

児童クラブ、振内児童クラブの絨毯の張替え修繕等がありましたので、その分

２７万１千円の減ということになっております。１２７ページ、ここからは４

款の衛生費になります。４款１項１目保健衛生総務費１７０万４千円の計上で

す。平取町食育推進計画に基づき実施されます事業経費、各種負担金を計上し

ております。１３節委託料２０万円でございますが、これは平取歯科診療所へ

の委託料を計上しておりますけれども、２６年度に第２期の食育計画のアンケ

ート調査のための委託料がなくなったということで、２０万円の減ということ

になってございます。１２８ページ、１２９ページ２目の予防費３４３５万２

千円の計上です。各種予防接種経費及び健診委託料等について計上しておりま

す。１節の報酬１７５万９千円は医師、歯科医院等の検診の報酬を計上してお

ります。１１節需用費は消耗品費の予防接種用ワクチン代などで需用費９千円
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の減ということになってございます。１３節の委託料は現在実施しております

各種検診を継続することでの委託料を計上しておりまして、２６年度とほぼ同

様の内容で実施をするという見込みですけれども、４０歳歯科無料健診委託料

を新規で１０万２千円計上しております。１４節の使用料及び賃借料１６１万

２千円は、新規事業でございまして、町民の健診等のデータを総合的に管理で

きる健康管理システムの導入リース料を計上してございます。１２９ページ１

９節負担金、補助及び交付金でございますけども、これは不妊治療助成金とい

たしまして、５０万円を引き続き計上してございます。１３０ページ３目保健

活動費５３万円、これは保健業務に係る旅費、事務経費を計上しておりまして、

１１節の需用費は２６年度計上しておりました公用車のタイヤ等の購入費の減

によりまして１０万９千円の減ということになっております。１３１ページ４

目の環境衛生費１億５１３０万６千円の計上です。この科目は廃棄物、し尿処

理の組合の負担金、有害鳥獣駆除等に係る経費について計上してございます。

１節の報酬２０万円は、ハンター出動報酬で２６年度同額としてございます。

１２節役務費、手数料５９９万１千円は、シカ捕獲後の指定処理施設搬入手数

料１３００頭分を計上しております。２６年度比で４００頭分１８０万円が増

額となってございます。１３節委託料２９５６万円もシカ捕獲業務委託料が捕

獲頭数で２１００頭分を計上しておりまして、３００頭の増を計上しておりま

す。指定処理施設への運搬料を１３００頭で計上しておりまして、これも４０

０頭分の増を見込んで計上しております。これらを含めまして２６年度比で７

６０万円の増となってございます。１９節負担金、補助及び交付金１億１４５

１万２千円を計上しておりまして、２６年度引き続き地域でのごみステーショ

ンの設置費を補助する助成金５０万円を計上してございます。平取町外２町衛

生施設組合負担金は１２万４千円の減、胆振東部日高西部衛生組合負担金つい

ては１８５万円の減となってございまして、これらの組合負担金については予

算説明書で説明をさせていただきますので、説明資料を再度ご覧いただきたい

と存じます。２９ページをお開き願いたいと思います。まず、２９ページの平

取町外２町衛生施設組合の負担内容について説明を申し上げます。平成２７年

度予算総額は上の表の下から３段目の合計という欄でございますけども、５億

２０３９万円となっております。この内訳といたしましては議会費が監査委員

費等含めて一番上でございますが９５万１千円、総務費が職員の人件費及び事

務所管理経費等で１億５０２万５千円となってございます。事業費は３億２７

１０万４千円で、２６年度に比べまして４９万３千円の減額ということになっ

ておりまして、これは収集業務委託料や最終処分場での補修費等は増えており

ますけれども、焼却処理施設工事補修等が減ったということによるものでござ

います。公債費につきましては８６３０万７千円を計上しておりまして、諸支

出金３千円、予備費１００万円となっております。これら所要経費に対する各

町の負担金については、上の表の右側でございます。下から３段目に記載のと

おり、平取町分９０１６万４千円となっておりまして、２６年度に比べ１２万
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４千円の減額となっております。歳出の合計額から使用料及び手数料、財産収

入、繰越金、諸収入の合計額がこの下の表でございますけども１億８０７万１

千円とこれを差し引いた額に均等割の２０％、人口割の８０％で算出した額が

負担金額ということになってございます。続いて３１ページをお開き願います。

胆振東部日高西部衛生組合負担金についてご説明申し上げます。下の２の歳出

の表でございますけれども、①の議会費から⑦の予備費までの各款での予算計

上となっておりまして、予算総額は１億９０３０万３千円と、２６年度に比べ

１３５５万円の６．６％の減額となってございます。減となる主な要因でござ

いますけども、③の衛生費が各諸経費、収集委託料、工事費、備品購入等の減

で１２６２万８千円の減ということになっております。⑥の給与費、退職手当

組合負担金等の減ということで６６万１千円が減となっております。各町の負

担金につきましては、３３ページをお開き願いたいと思いますけども、この上

の表にその内容が記載されておりまして、平取町一番右側でございますけども、

負担については１９７３万６千円となってございまして、２６年度に比べ１８

５万円、８．６％の減額となっております。以上が胆振東部日高西部衛生組合

の負担金に係る説明とさせていただきますので、再度予算書の１３２ページに

お戻りいただきたいと思います。１３２ページ５目墓地火葬場費７２３万円は

墓地及び火葬場の管理経費について計上しております。１１節の需用費６６８

万８千円は、修繕料５７０万円で斎場の外壁の補修及び火葬炉の改修、貫気別

墓地の修理等を計上してございます。２６年度計上の駐車場の修繕、火葬炉の

修理、屋根葺替の工事等の減がございまして、前年対比では２８７万１千円の

減額となってございます。１３３ページ６目診療所費１２３４万１千円の計上

でございます。本科目は診療所の委託料が主な計上となっております。１１節

の需用費修繕料は６４万円でございまして、これは、振内診療所の物置の修繕

ということで需要費としては４３万５千円の増となっております。それから、

新規事業でございまして、１８節備品購入費４２５万円は振内診療所の超音波

画像診断装置を購入する費用となってございます。１３４ページ４款２項１目

小規模給水施設費１５万４千円の計上です。これは１９節負担金、補助及び交

付金でございますが、これは給水施設の整備に当たりまして、限度額を３０万

円としてその３分の１を補助するという内容で、町内の無水地区の生活環境と

保健衛生の向上を目的とするというものでございます。１３５ページ４款２項

２目小規模給水施設管理費１３２６万円の計上でございます。これは川向営農

用水施設の管理経費等について計上しております。２６年度に引き続き、中山

間地域総合整備事業、南地区にて浄水施設の整備を行うための負担金８０１万

円を計上しております。管理経費につきましては、受益者負担、使用料を充当

いたしまして、工事請負費には財政調整基金を充当するものでございます。１

３６ページ４款３項１目廃水処理費４２８３万８千円の計上です。雑排水処理

施設の管理経費を計上しております。１３節委託料１５６９万５千円は、新規

事業で本町地区雑排水処理施設調査設計委託料を計上したため、２６年度比で
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５００万円の増となっております。２６年度に計上いたしました大規模改修、

振内地区の処理施設の改修事業が減となったため、工事請負費が減っておりま

して、科目全体として４８０７万５千円が減額となってございます。 

議長 休憩します。再開は１１時といたします。 

（休 憩 午前１０時４４分） 

（再 開 午前１１時００分） 

議長 再開します。 

ま ち づ く

り課長 

それでは再開させていただきます。１３７ページでございます。これより５款

農林水産業費の説明をさせていただきます。５款１項１目農業委員会費６８５

万７千円は農業委員会活動経費等について計上しております。１節報酬５６１

万２千円は農業委員１４名分の報酬を計上しております。２７年度選任委員の

改選年度ということから重複する１か月分の報酬が発生するというようなこと

によりまして、２６年度対比で２５万６千円の増となっております。１３節委

託料４４万６千円は、地籍書込用務委託料などを計上しておりますけれども、

２６年度で計上した２年に一度実施している重ね図の書き込み委託料が減とい

うことから、３７万２千円の減額となってございます。１３８ページ、１３９

ページでございますが、２目農業振興費でございます。１億６９５０万８千円

の計上です。農業振興に係る各種事業費を計上している科目でございます。４

節共済費、７節賃金は経営所得安定対策事務職員に関する経費です。８節の報

償費１２８万円は農業研修生受入指導謝金でございまして、これは道の支援が

なくなったということで、２７年度も平取町の単独事業として実施するという

内容になっております。１１節の需用費４５２万１千円でございますけれども、

修繕料で親水公園のあずまやの修理が増えておりまして５６万２千円の増とな

っております。１３節委託料３６３６万１千円は、親水公園の管理委託料を計

上しておりますけれども、新規事業で中山間直接支払対象農地の把握のための

測定業務委託料が計上されたため、委託料としては３０１５万３千円の増とな

ってございます。１９節負担金、補助及び交付金１億２４００万３千円は新規

で２７年度から本格的になる北大農学部との事業のための平取サテライト事業

推進協議会補助金３０万円が計上されております。新規就農用リース農場整備

事業補助金が１８６０万円で２６年度対比で９４０万円の減、道営中山間地域

総合整備事業町負担金５００万円は２６年度比で６９１万円の減、経営体育成

支援事業補助金１９５万円は、前年比で１００５万円の減となりまして、それ

から２６年度計上の食料供給基盤強化特別対策事業交付金、これが５９４万円

が皆減となっておりまして、１９節全体で３５２１万６千円が減ということに

なってございます。この科目は、説明資料では２０ページに掲載されておりま
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すので、ご参照をお願いしたいと思います。１４０ページ３目後継者対策費９

１万７千円でございますが、農業後継者対策として事務費、農村ふれあい事業

補助金等について計上しております。２７年度は取り組みの強化を図るという

ことから、交流事業の補助金を３０万円増額してございます。１４１ページ４

目畜産業費４８００万９千円を計上しております。家畜共進会経費、軽種馬消

流対策、畜産公社関係経費、町営牧野管理経費等について計上してございます。

１３節委託料２５０１万円は町営牧野管理委託料、２６年同額の２４００万円

を計上しております。２６年度実施の町営牧野鹿柵整備委託料がなくなったこ

とで、１０４万２千円の減となっております。１５節工事請負費７２０万円は

２６年度に引き続き鹿柵設置工事１６３１メートルと川向牧野の水飲み場の整

備費を計上しているというところです。１４２ページ５目山村振興等農林漁業

特別対策事業費３００万円の計上です。１３節委託料は振内町のトマトジュー

ス工場の管理委託料となってございます。１４３ページ５款２項１目林業総務

費９９万５千円の計上は、みどり豊かな環境審議会経費、地域緑化推進経費に

ついて計上しております。２６年度と同額計上となってございます。１４４ペ

ージ２目林業振興費１４５４万８千円ですけれども、民有林活性化等の関係経

費を計上しております。１９節負担金、補助及び交付金、カラマツ材利用促進

事業補助金は１００万円を計上しております。民有林活性化推進事業補助金全

体で１２００万円、２６年度に比べまして１１２万２千円の増額というふうに

なってございます。１４５ページ３目治山治水費１８５９万２千円の計上です。

本町の生活環境保全林管理委託費及び小規模治山事業等について計上しており

ます。１１節需用費７４万４千円の減でございますが、これは２６年度修繕料

の生活環境保全林の遊具修繕料を計上したことによるものでございます。２７

年度の治山事業は２６年度からの継続で貫気別丸山地先が計画となっておりま

す。１３節委託料、調査測量委託料及び１５節工事請負費９００万円を計上し

ているというところです。１４６ページ４目林道費５５６１万７千円の計上で

す。林道整備及び維持管理経費、糠平幌尻線のシャトルバス運行経費について

計上しております。１１節の修繕料では林道の小破修理を計上、１３節委託料

はその他林道オユンベ線の調査設計委託料、芽生林道専用道開設実施設計委託

料が新規計上となっておりまして１０２１万９千円の増となっております。１

５節工事請負費２７００万円は、その他林道オユンベ線改良工事費の計上とな

ってございます。２６年度で計上いたしました幹線林道ヌタップ線整備事業の

減ということで、節としては５７０万円の減となってございます。次に６款商

工費を説明いたします。６款１項１目商工総務費１６５６万８千円の計上です。

１１節需用費５万円は２６年度に計上の悪徳商法注意啓発リーフレットの減に

よりまして３５万円の減ということになっております。１９節負担金、補助及

び交付金４８万２千円でございますけれども、労働講座の補助金が記念事業の

実施によりまして１０万円増、３５万円となっております。２１節の貸付金は

生活安定融資資金で北海道労働金庫への預託金となっておりまして、融資額は
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預託金の１．５倍、１件あたり貸付限度額は１５０万円となってございます。

次に１４８ページ２目の商工振興費５４２１万７千円の計上です。１９節負担

金、補助及び交付金２４０１万３千円の商工業活性化対策事業補助金１６０万

円は商工まつり販売促進事業への補助金、平取町商工会補助金１５６７万５千

円の内訳は職員人件費等、指導事業費の経営改善普及費分が１４７８万１千円、

総合振興費、青年部助成事業に係る一般事業費が８９万４千円となっておりま

して、２６年度同額を計上してございます。商工業振興事業補助金は地元購買

促進、商店街美化事業などへの補助金で１５０万円を計上しております。新規

に商工会館の屋上等の改修のための補助金、３００万円もあわせて計上してお

ります。中小企業特別融資の利子補給金は平成２１年度からの既存貸付金及び

新規分を見込み計上しておりまして１８１万１千円を計上しております。預託

額の２倍を融資枠といたしまして、１件当たり限度額５００万円となっており

ます。経営改善融資につきましては新規１件分を見込みまして４２万７千円と

しております。これは貸付額６００万円の利子、保証料相当額を計上しており

ます。２１節貸付金はこれらの融資資金に係る預託金を計上しております。１

４９ページ３目地場産業振興費１５７万円の計上です。１９節負担金、補助及

び交付金１５７万円のうち１００万円につきましては地場産業の振興に寄与す

ると認められる試験研究及び設備の整備に関し補助するものとなっておりまし

て残り５７万円は当該制度を利用した融資の利子補給費となってございます。

１５０ページ４目地域振興費２３万６千円の計上です。市街地再開発に係る管

理経費等を計上しております。１１節の需用費９万２千円でございますけども、

これはみどりが丘中央線のポケットパークの花の苗代、２６年度実施したプラ

ンター代６万円が減額となっております。１９節の負担金、補助及び交付金９

千円は振内市街地近代化融資に係る利子補給金となっております。１５１ペー

ジ６款２項１目観光振興費１６８４万２千円の計上は振内山の駅ほろしり館の

管理運営費、観光協会補助金など観光振興に係る経費となっております。１２

節役務費５１万４千円はフラワータウンフェスタ花壇管理手数料が主なもので

ございますけども、２６年度計上の国道沿線町有地の景観整備、草刈り手数料

の減がありまして４３万円の減ということになっております。１３節委託料３

０７万６千円は山の駅ほろしり館の管理清掃業務委託料、ほろしり山荘の管理

料が主なものでございますけれども、２６年計上のご当地ＰＲキャラクター制

作委託料１０８万３千円が減額となったことから、９０万円の減となってござ

います。１９節負担金、補助及び交付金１０２２万１千円は観光協会補助金が

４５万円増の９８５万円となっておりますけども、これはＰＫグランプリ２０

回記念事業分経費が増となったことが要因してございます。１５２ページ２目

の公園管理費４６６７万８千円の計上です。本科目はすずらん群生地管理経費

及び二風谷ファミリーランドをはじめ各公園の管理経費について計上しており

ます。１１節需用費１０５３万４千円は二風谷ファミリーランドの光熱水費を

２６年度委託料に含めておりましたけれども、これも直接支払うということに
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したため、光熱水費で３５９万２千円の増となったことが要因しております。

１２節役務費、手数料１２０万５千円もパークゴルフの受付業務の手数料、ご

み袋代などを委託料から分離したということで、８３万２千円の増となってお

ります。１３節委託料は３２６７万８千円を計上しておりますけども、ファミ

リーランドの管理委託料１千万円を計上しており、２６年度対比で２００万円

の減というふうになっております。１４節使用料及び賃借料１６４万４千円は、

新規でファミリーランドの遊具のリース料を計上したことによりまして、８３

万３千円の増額となってございます。１５３ページ、ここからは７款土木費に

ついての説明となります。７款１項１目土木総務費７６万５千円の計上です。

９節旅費と１１節需用費は土木管理費関係の事務費、１９節負担金、補助及び

交付金においては、加盟団体の負担金を計上してございます。１５４ページ２

項１目道路維持費１億１１６５万３千円の計上です。この科目は町道維持管理

費用について計上しております。１１節需用費２７７５万円は消耗品で、路面

整正用砂利、車両タイヤ、修繕料でライン引き、舗装補修など増大する維持修

繕の対応を図るため、２６年度対比で１０５万７千円の増で予算を計上してお

ります。１３節委託料５６３０万２千円は、町道維持管理委託料、新規の道路

付属物点検委託料の増によりまして、１３３１万１千円の増となってございま

す。１５節の工事請負費２２２０万円の町道舗装補修等工事は荷菜福満線舗装

補修ほか８か所を予定しておりまして、道路照明ＬＥＤ化整備工事は紫雲古津

分譲地内道路分、１１基を予定しているという計上になってございます。１５

５ページ２目道路新設改良費１億２２１９万９千円の計上です。２７年度新設

改良事業として実施する継続事業でございますが、荷負本村線、川向学校シラ

ウ川線、川向町界線、それから２７年度に工事着工する長知内トーナイ線の横

断管改修工事、二風谷ファミリーランド線の局部改良工事、二風谷学校前線交

差点改良工事、本町高橋線の改良舗装工事、この７路線にかかわる工事請負費、

設計委託料、用地補償費、事務費について計上している科目でございます。１

３節委託料には２８年度以降施工予定に係る荷菜三浦分譲線、荷菜牧場線調査

設計委託料もあわせて計上しているというところです。１５６ページ７款２項

３目の橋梁維持費２８３０万円の計上です。１３節委託料１４００万円は、橋

梁長寿命化修繕計画に基づく点検業務委託料１５橋分及び新規で橋梁長寿命化

補修設計委託料２橋分を計上しております。それから１５節の工事請負費１４

００万円は岩内線上部補修工事を予定してございます。１５７ページ７款３項

１目の河川維持費３８４３万９千円の計上です。普通河川に係る浚渫及び維持

補修費について計上しております。１１節需用費修繕料は対応箇所の増大を見

込み、２６年度に比べまして２００万円の増となってございます。１３節の委

託料にはオバウシナイ川、振内排水路、赤石の沢、長知内ヤマダの沢の改修に

係る調査設計委託料を計上してございます。１５節工事請負費２１５０万円は

継続事業のタンノの沢護岸整備、町民体育館前排水路整備、新規で長知内ヤマ

ダの沢の整備工事を実施する予定となってございます。１５８ページ７款４項



- 19 - 

１目住宅管理費３８０１万９千円の計上です。町営住宅の維持管理費経費につ

いて計上しております。１１節需用費、修繕料は資材費、労務費等の増嵩を見

込み、８６万円の増としてございます。１３節委託料３０１万円は、新規事業

として２６年度補正でも対応いただきました、住宅使用料の滞納整理に関しま

して弁護士等に委託する費用を計上してございます。１５節工事請負費１２７

０万円は大規模内部改修１戸、浄化槽設置１棟２戸ほかを計上してございます。

１５９ページ２目住宅対策費１５７０万円を計上しております。本科目はアイ

ヌ住宅改良資金貸付金に係る経費及び２２年度から実施しております住宅リフ

ォームに関する経費を計上しております。アイヌ住宅改良資金貸付金は新築住

宅１軒分及び選考委員報酬などの事務費を計上しております。１９節負担金、

補助及び交付金８００万住宅リフォーム促進助成金は、リフォームにかかる経

費の２分の１、４０万円を限度とした補助制度を継続いたします。要望が多い

ということもあり、２６年度に比べまして２００万円増額計上し２０件分の改

築に対応したいと考えてございます。３目の住宅建設費、３３８１万５千円の

計上です。２７年度は去場団地の建設工事に係る経費を計上しております。１

３節委託料８９０万円は住宅実施設計委託料、それから１５節の工事請負費２

千万円は、去場団地の敷地造成工事費を計上しております。１７節の公有財産

購入費４６０万円は、団地の用地取得費となってございます。１６１ページ８

款１項１目の消防費、日高西部消防組合負担金について計上しております。負

担金の内容につきましては予算説明資料にて説明いたしたいと思いますので、

資料の２８ページをご覧いただきたいと思います。資料２８ページの平成２７

年度の日高西部消防組合の負担金でございます。組合全体の平成２７年度予算

総額でございますけれども、この組合総括の中程でございますが歳出の（Ａ）

＋（Ｂ）＝（Ｃ）の欄でございまして、この右側に記載をしております１９億

５２４万８千円となってございます。内訳でございますけれども、議会費、公

平委員会費、監査委員会費をあわせた、小計欄の議会費等が８１万６千円とな

っております。それで消防本部費が５７４１万３千円で、ヘリ負担金これが３

６万５千円と共通経費合計で５８５９万４千円、これが（Ａ）というところで

す。次に、署・支署費等として、署・支署費が６億４１１４万１千円、消防団

品が５０９２万９千円、消防施設費が１１億４４１８万５千円となっておりま

す。次に公債費ですけれども、公債費、予備費あわせて１０３９万９千円で署・

支署費と公債費とをあわせた額が（Ｂ）でございますが１８億４６６５万４千

円となっております。両町の負担金合計額は歳出合計額１９億５２４万８千円

から、署・支署歳入１６４４万５千円を控除した一番下の１８億８８８０万３

千円というふうになってございます。平取町の負担金については左側に記載の

とおり２億６５６３万１千円となっております。続いて、平取支署における２

７年度での主な予算内容について説明いたします。下段右側の表をご覧くださ

い。共通経費は１８２３万９千円で、平取支署費は２億６５５万４千円となっ

ております。職員２２名分の人件費及び支署管理経費を計上しております。２



- 20 - 

６年度に比べ９７０万１千円の増となっております。主な要因といたしまして

は給与改定等による人件費の増、デジタル無線回線使用料等の増となっており

ます。次に、消防団費ですけれども２３９９万９千円となっておりまして消防

団員１２８名に対する火災、訓練、警報等における出動日当等を中心として、

団員にかかる所要経費を計上しております。次に消防施設費ですけれども、１

６３７万７千円を計上しておりますけども、２６年度計上の消防無線のデジタ

ル化事業が完了したということで、１億９２０１万２千円の減額となってござ

います。負担金合計としては危険物取扱手数料などの歳入合計３６万５千円を

差し引いた２億６５６３万１千円となりまして、２６年度と比べまして８１２

６万円、２３．４％の減となっているところです。以上が日高西部消防組合に

係る負担金の説明とさせていただきますので、予算書の１６２ページにお戻り

いただきたいと思います。８款１項２目災害対策費８３万１千円でございます。

防災関連経費について計上しております。１１節需用費３２万６千は２６年度

計上した備蓄食料等の購入費が減ということで１３０万９千円の減ということ

になっております。１３節委託料３３万４千円は新規で防災用地図の閲覧シス

テム作成委託料を計上してございます。１６３ページ９款、ここからは教育費

について説明をさせていただきます。９款１項１目教育委員会費２０８万２千

円を計上しております。これは教育委員の報酬及び費用弁償、委員長交際費に

ついて計上してございます。１６４、１６５ページ２目事務局費６２００万２

千円を計上しております。７節賃金１２１５万円、これは２３年度から実施し

ております指導強化のための独自配置の生徒指導教員賃金を計上しておりま 

す。これは期限つき教員２名を１名として時間講師での対応等によるというこ

とで、２４８万１千円の減額となってございます。８節報償費１０９万５千円

は、新規で平取高校生確保対策の一環といたしまして、入学時に電子辞書を贈

るための経費７５万円を計上しております。同じく新規で子どもたちの悩み相

談に対応するというスクールカウンセラーの謝金７万円も計上してございま 

す。９節の旅費１５９万１千円でございますが、英語指導助手の１名増のため

の帰国赴任旅費及び研修旅費が増となりまして４２万７千円の増となっており

ます。１３節委託料５８２万１千円は平取高校福祉課程外部講師委託料の減に

よりまして、８６万１千円の減となっております。１７節公有財産購入費６３

９万８千円でございますが、これは校務用パソコンの購入による償還金となっ

てございます。１９節負担金、補助及び交付金２２５１万２千円は、平取高校

通学費補助金が６７４万９千円、平取養護学校児童生徒送迎バス運行事業補助

金２６０万円も例年どおり計上しております。また、新規事業で平取高校生の

確保対策事業として、各種資格検定料補助金１９０万円、平取高校新入学生徒

制服購入費補助金１８７万５千円、部活動補助５０万円等を計上しており、こ

れらの増によりまして、１９節では２７６万６千円の増額となってございます。

１６５ページの貸付金につきましては、継続貸付が１０名分、新規貸付を７名

分と見込んでおりまして、３０万円の増ということになっております。１６６
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ページ、１６７ページでございますが、９款２項１目の小学校管理費１億４３

５９万８千円の計上です。小学校の管理経費について計上しております。７節

賃金１４１８万７千円は障害のある児童生徒等の教育の充実を図るため、学校

特別支援教育支援員を１名増員し、９名にすることから１３９万６千円の増と

なっております。４節の共済費もそれに伴い３４万８千円の増となっておりま

す。１１節の需用費３９９４万１千円は光熱水費の単価増、修繕料の増加によ

りまして１５８万９千円の増となっております。１３節委託料６５５８万２千

円は、児童生徒輸送スクールバス運行委託料の増額１３３万円が主な要因とな

って委託料としては１８８万３千円の増となっております。１５節の工事請負

費８７０万円は二風谷小学校の教員住宅の解体工事及び貫気別小学校のトイレ

の洋式化にかかる工事費を計上しております。１８節備品購入費１００万円は、

各小学校の備品購入費を計上しております。２６年度計上の平小の机いすの購

入費３５０万が減となってございます。１６８ページ２目小学校教育振興費１

４２９万円の計上です。１７節公有財産購入費７４８万円は児童用パソコン９

４台分の購入費に関する償還費となってございます。５年間の債務負担行為と

なっておりまして、２７年度から本格的な償還が始まるというところです。１

８節備品購入費３００万円は各学校への教材図書備品購入費です。２６年度が

改訂版の社会科の副読本、小学校の指導書を計上していたため６１７万３千円

の減額となってございます。２０節の扶助費３００万円は要保護・準要保護児

童援助費として、学用品、修学旅行費、学校給食費等について援助をするよう

になってございます。１６９ページ９款３項１目中学校管理費４２１１万５千

円の計上です。中学校の管理経費について計上しております。４節共済費３１

万２千円、７節賃金１５３万７千円は、学校特別支援教育支援員が２名から１

名になることによる減額となってございます。賃金で１５２万３千円、共済費

で３０万２千円の減となっております。需用費の１８５３万円は修繕料で２６

年度の教員住宅修理が減となったことから１７２万円の減となっております。

１５節工事請負費６００万円は教員住宅１棟２戸の浴室等の改修６００万円を

計上しておりまして、２６年度に実施した振中の灯油タンク設置工事３００万

円、それから平取中学校の前庭舗装工事１００万円が減ということで、請負費

としては４００万円の減となっております。１９節負担金、補助及び交付金４

０８万７千円は、通学費補助金、部活動費交付金などを計上しております。通

学費補助金が増加し２０万円の増となっています。１７０ページ２目の中学校

教育振興費１２８９万円の計上です。１２節手数料４４万３千円は教育用タブ

レットパソコン用ウィルス対策等のソフト導入手数料の増加で１３万７千円の

増となっております。１７節公有財産購入費４３２万８千円は生徒のパソコン

５４台分の購入費に関する償還金、５年間の債務負担となっております。１８

節備品購入費４１０万７千円は、新規で中学校教科書指導書の購入費３２０万

円が計上されたことによりまして、増加したものでございます。２０節扶助費

は小学校費同様、要保護・準要保護生徒の援助費として学用品等について援助



- 22 - 

するものになってございます。１７１ページ３目中学校建設費２７５０万円の

計上です。１３節委託料２２００万円は、老朽化し危険な状態にあります振内

中学校の耐震化補強工事等の実施設計委託料を計上しております。１５節工事

請負費５５０万円は平取中学校のグラウンドトイレの改修工事を計上してござ

います。１７２ページ９款４項１目の社会教育総務費１４０１万２千円の計上

です。１節の報酬５３万９千円は計画策定のための委員会の増ということで、

１６万１千円の増となっております。８節の報償費９５０万８千円は放課後子

ども教室協力者の謝金、芸術劇場出演者の謝金等が計上されているというとこ

ろです。２７年度は隔年実施の芸術鑑賞会の出演者の謝礼分、これが減となっ

ておりまして節としては２０３万６千円の減ということになっております。１

４節使用料及び賃借料２８万５千円は、スポーツ観戦、芸術鑑賞事業等の入場

料を計上しております。１９節負担金、補助及び交付金２４０万２千円は、自

治振興会補助金、各社会教育団体等への補助金が計上されてございます。１７

３ページ２目公民館費でございます。３７５９万６千円の計上です。公民館の

管理運営費について計上しております。１１節需用費７１３万９千円は光熱水

費、公民館備品修繕料等を計上しております。１３節の委託料１４１５万６千

円は、町有バスの運行管理委託料を計上してございます。これは２６年同額で

す。それから１４節使用料及び賃借料２３２万３千円は、車両借上料の増で１

８万５千円が増となっております。１５節の工事請負費１２４２万円は老朽化

に伴う公民館の屋根の防水工事費を計上してございます。１７４ページ３目の

文化財保護費３５８６万６千円の計上です。この科目は文化財審議会、重要文

化的景観保全事業、二風谷アイヌ文化博物館管理費、アイヌ文化体験学習事業

費等について計上しております。９節旅費１８８万円は２６年度計上の重要文

化的景観の二次選定に向けた旅費が減ったということにより、４４万７千円の

減となっております。１１節の需用費１１３０万１千円は修繕料で、屋外展示

のチセ等の補修費を計上しております。１８節の備品購入費８０万４千円は博

物館用図書、パンフレットのラック、民芸品の販促用のＰＲ等の半纏の購入費

を計上してございます。１９節の負担金、補助及び交付金２８７万９千円では、

二風谷アイヌ語教室、アイヌ文化保存会の運営費の補助金などを計上している

となっております。１７５ページ４目埋蔵文化財保護費８４５万７千円の計上

です。本科目は平取ダム建設事業に伴う豊糠８遺跡の発掘について、国土交通

省からの委託を受け実施する経費を計上してございます。２６年度対比で６２

６６万８千円の減額となっておりますけども、これは現場での発掘作業が終了

いたしまして、報告書等の作成に係る経費の計上となったことによるものです。

国の委託分経費が７６７万６千円となっておりまして、また、歴史館の独自の

発掘に係る経費７８万１千円をあわせて計上しているところです。１７６ペー

ジ５目沙流川歴史館管理費３６８万６千円は歴史館の管理経費を計上しており

ます。１１節需用費２６８万１千円は印刷製本費で歴史館だより、歴史館年報

の経費について計上しております。１８節備品購入費１９万８千円でございま
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すが、これは関係図書と新規でダム湖を含む文化的景観等を楽しんでもらうた

めの、単眼の望遠鏡の購入費を計上してございます。１７７ページ６目図書館

費９１１万６千円は図書館の管理に関する経費を計上しております。１３節委

託料１７９万５千円でございますが、図書館システム保守料の増で３３万円の

増額となっております。１４節使用料及び賃借料２３１万円は、これも図書館

システム導入に係る使用料の増ということで３２万４千円が増となっておりま

す。１８節備品購入費３５０万円は図書購入費で２５０万円、新規で老朽化で

使用できなくなっております視聴覚ホールのプロジェクターを更新するという

費用１００万円を計上してございます。１７８ページ９款５項１目保健体育総

務費４１７万５千円は、スポーツ振興等に係る経費について計上してございま

す。８節報償費、学校開放事業管理者謝金は平取中学校分を高齢者事業団等へ

の委託に変更するため、１３節委託料に組替えてございます。双方の節がそれ

ぞれで２０万円増減しているという状況です。１９節の負担金、補助及び交付

金２９６万８千円は平取町体育連盟補助金、スポーツ少年団の本部補助金、全

道大会へ出場補助金などを例年どおり計上してございます。１７９ページ２目

の体育施設費３２４１万２千円の計上です。町民体育館、振内青少年会館、貫

気別町民センター、旧荷負小学校の管理経費及び町民プールにかかわる管理経

費について計上しております。１１節需用費１４６２万１千円は修繕料でプー

ルのポンプろ過装置の交換経費の増等によりまして１７９万１千円の増となっ

ております。１３節委託料１１６４万７千円は各施設での管理委託料の計上と

なっております。２６年度計上いたしました町民グラウンドの調査設計委託料

の減によりまして３０９万１千円の減額となっております。１５節の工事請負

費５１０万円はこれは新規事業で振内カーリング場の屋根の改修工事、町民体

育館の高圧受電設備キュービクルの設置工事を計上しております。１８節の備

品購入費２万９千円は振内青少年会館事務費のブラインドの購入費用となって

おります。１８０ページ９款６項１目の学校給食費２４１３万７千円は、小学

校５校、中学校２校の学校給食を提供するための管理経費を計上しております。

１３節委託料５７９万４千円は給食調理業務委託料が２５６万６千円の増とな

っております。これは現在貫気別小学校、それから２７年度から平取小学校の

給食調理業務を委託するということによる増加となっております。１８節の備

品購入費４１４万円は貫気別小学校の冷凍冷蔵庫の更新が主なものになってご

ざいます。１８１ページ１０款１項１目現年発生災害復旧費５３万９千円の計

上です。本科目は災害時の応急復旧費用等について計上してございます。１８

２ページ１１款１項公債費１目元金５億９２７２万３千円、及び次のページ１

８３ページ２目利子の長期債償還利子６３１２万６千円でございますが、これ

は長期債に係る元利償還金となってございます。冒頭申し上げたとおり大型事

業の償還が完了したことから、２６年度に比べまして、元金で１億１８８６万

５千円、利子で１３６２万１千円の減額となってございます。なお、各起債の

償還予定、現在高等については１０２ページに記載をさせていただいておりま
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す。１８３ページ１１款１項公債費２目利子２３節償還金、利子及び割引料６

４６２万６千円のうち一時借入金利子につきましては、２６年同額の１５０万

円を計上しているというところです。１８４ページ１２款１項１目国民健康保

険病院特別会計繰出金です。収益的収支に対する繰出金２億８千万円、資本的

収支に対する繰出金２８３８万９千円、あわせて３億８３８万９千円となって

ございます。１８５ページ２目簡易水道特別会計繰出金７７６５万３千円とな

っております。公債費分に対する繰出金４５４５万５千円、高料金対策として

の人件費、建設改良費等に対する繰出金が３２１９万８千円となっております。

２６年度に比べ公債費分が５６万５千円の減、高料金対策分が５１５万７千円

の増となることから、あわせて４５９万２千円の増となっております。１８６

ページ１２款２項１目の平取町財政調整基金積立金となりますけれども、この

１目から８目を除く１９４ページまでの９目の平取町地域雇用創出基金積立金

に関しましては、金融機関預入等の利率を０．１％として積算しておりまして、

その利子分を積み立てるということになってございます。１目の財政調整基金

につきましては、条例に基づく２００万円もあわせて積み立てるということに

してございます。それでは１９３ページをお開き願います。１２款３項８目平

取町金券基金積立金でありますが、過去の決算の実績から積算いたしまして、

２６年度同額の６００万円の積み立てを行うということにしてございます。子

育て支援医療費助成に関し金券を発行するものとしてございます。１ページ飛

ばしまして１９５ページ、最後でございます。１３款１項１目の予備費でござ

います。２６年度同額の５００万円を計上しております。次のページの表１９

６ページでございますけども、これは２６年度予算では設定されておりました

けれども、２７年度で廃止となった予算科目となっております。後ほどご覧い

ただければと思います。以上で歳出の説明を終わらせていただきます。続いて

歳入の説明を行いますので、予算書の１１ページをお開き願いたいと思います。

議長 休憩します。再開は１時とします。 

 （休 憩 午前１１時４６分） 

（再 開 午後 １時００分） 

議長 再開します。一般会計の歳入から説明をいただきます。 

ま ち づ く

り課長 

それでは歳入から説明を続けさせていただきます。１１ページでございます。

１款１項町民税１目個人１節現年課税分でございます。均等割は納税義務者２

３０６名といたしまして、税率３５００円、収納率９８％、７９０万９千円と

見込んでございます。所得割は課税所得を２６年度ほぼ同額と３６億５９７１

万７千円、平均税率を６％とした算出税額を２億１９５８万３千円とし、これ

から住宅借入金等控除分を差し引いた額に収納率９８％を乗じた２億１３９０
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万９千円としてございます。２６年度に比べ１３６万６千円の増となってござ

います。滞納繰越は収納率を１２％とし２２３万２千円としてございます。１

２ページ１款１項町民税２目法人１節現年課税分でございます。均等割は２６

年度中における事業所の廃止、新規設立を見積り、２６年度と比べ３社少ない

１２５法人１０４５万７千円を計上してございます。法人税割は税率が１０月

から改正になることに伴い、各法人の課税時期と平成２５から２６年度の確定

申告等の状況から見積り７４１万８千円とし、２６年度予算対比で２７６万９

千円の減という数値で見込んでございます。１３ページ１款２項１目固定資産

税１節の現年課税分でございます。土地については２６年度中の地目変更等を

積算し、課税標準額を１９億５５５７万２千円とし、税率を乗じた算出税額か

ら生保等の減免税率を控除した調定見込み額２７０６万３千円といたしまして

これに収納率を９６％として、見込みを２５９８万円としてございます。家屋

は平成２６年度中の評価替えによる減と新増築、滅失等を積算し、課税標準額

を４９億５６９２万９千円として算出される税額に、新築等の減免額を控除し、

収納率９６％を乗じた６４４２万円を収納見込みとしてございます。償却資産

は新たな設備投資が見込めないということなどから、課税標準額を２６年度対

比１億４７２１万４千円減の５２億３００７万２千円といたしまして、税率を

乗じた算出税額に収納率９６％とし、収入見込みを７０２９万２千円としてご

ざいます。現年分で２６年度に比べ、４８１万５千円の減となってございます。

滞納繰越は収納率を１２％とし３７０万２千円としてございます。１４ページ

１款２項２目国有資産等所在市町村納付金及び交付金１２５０万２千円を計上

しております。これは国等が所有する収益的な事業に使われる資産について固

定資産税のかわりに交付されるものでございますが、これは既に確定した数値

を計上してございます。１５ページ１款３項１目軽自動車税ですが、平成２６

年度中の新規登録、抹消等をもとに課税台数全体で２７３２台、軽自動車は１

８２８台を見込んでおります。現年課税分で、対２６年度比４４万円増の１０

６８万２千円となってございます。１６ページ１款４項１目町たばこ税ですけ

れども旧３級品は平成２６年度決算見込みから１１７万４６０３本といたしま

して、税率を乗じ、調定額で２９３万円と見込んでおります。旧３級品以外は

２６年度の決算見込みから７５６万６８２１本といたしまして、税率を乗じ調

定額を３９８１万６千円と見込んでおります。１７ページ１款５項１目入湯税

は、びらとり温泉の宿泊者数の８０３０人分、税率１５０円で１２０万４千円

を見込んでございます。１８ページ２款１項１目地方揮発油譲与税でございま

すが、平成２６年度決算見込み数値に地方財政計画等から予測される推定交付

率を乗じ、１９３０万円を見込んでおります。２６年度対比で２７０万円の減

ということになってございます。１９ページ２款２項１目自動車重量譲与税で

ございます。国税としての重量税を道路延長、面積に応じ、３分の１が地方に

交付されるというもので、平成２６年度決算見込み数値に地財計画から予想さ

れる推定交付率を加味いたしまして、２６年度対比１２４０万円減の４１６０
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万円を見込んでございます。３款１項１目利子割交付金でございます。これは

貯蓄などにともない生じる利子の額に応じて徴収される利子課税のうち、５％

は道民税となり、この内５分の３は市町村の個人道民税の額に応じて市町村に

交付されるものとなっております。２６年度決算見込み数値に地財計画から予

想される推定率を加味して２６年度同額の１３０万円を見込んでございます。

２１ページ４款１項１目配当割交付金です。これは上場株式等の配当に対し道

が課税し、そのうち１００分の６４．６％が市町村に交付されるものとなって

ございます。平成２６年度見込み数値に地財計画等を加味し、前年同の４０万

円を見込んでございます。２２ページ５款１項１目株式等譲渡所得割交付金で

ございます。これは道税のうち３分の２が市町村に交付されるというものにな

っておりまして、２６年度決算見込みから、６５万円増の８０万円を見込んで

ございます。２３ページ６款１項１目地方消費税交付金です。消費税は２６年

度の改正で国分が６．３％とあわせて地方分１．７％が徴収されることとなり

まして、地方分の２分の１が都道府県に、残りの２分の１が人口と従業者数の

割合とで市町村に配分され、国から道を通じて交付されるものでございます。

２６年度決算見込み数値に地財計画等から予想される交付率から、２６年度と

比べまして２８０万円減の６３００万円を見込んでございます。２４ページ７

款１項１目ゴルフ場利用税交付金でございます。これはゴルフ場の利用者数を

２６年度実績から推計し、１万１５０人と見込みまして、税率４００円から道

税を控除した９５％の額に１０分の７を乗じた２７０万円、前年同額を見込ん

でございます。２５ページ８款１項１目交通安全対策特別交付金でございます。

これは交通違反の反則金を財源として交付されるものでございまして、過去の

収入実績等から、２６年度より３０万円減の９０万円を見込んでいます。２６

ページ９款１項１目地方特例交付金です。これは恒久減税等による市町村の減

収として交付されるものでございまして、決算見込みから２６年度５万円減の

６０万円を見込んでおります。１０款１項１目地方交付税でございます。まず

普通交付税は２５億６千万円で、２６年度比較で２億３００万円の減を見込ん

でおります。国の２６年度の地方財政計画における交付税総額は１６兆７５４

８億円でございまして、２６年度に比べ０．８％の減となっておりますけども、

当町の２６年度の決算見込み交付金が２７億２３２万４千円となっていること

から、この見込み額や新単位費用などの入手可能な情報をもとに算定表に置き

かえて算定した数値となってございます。従って、当初予算比較では７．３％

の減、２６年度決算見込み対比では５．２％減の予算措置となってございます。

特別交付税は２６年度当初予算と比べまして３千万円減の３億１千万というふ

うに見込んでおります。これは国の交付税額が非常に厳しい状況にあることか

ら、２６年当初予算８．８％の減ということで、３億１千万と計上をさせてい

ただいております。２８ページ１１款１項１目自動車取得税交付金です。これ

は道税収入のうち９５％の１０分の７が市町村に交付されるものとなっており

ます。消費税の税法改正によりまして、税率が引き下がったということもあり
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まして、２６年度決算見込み数値に地財計画の推定交付率から２６年度に比べ

３００万円の減、７００万円を計上してございます。２９ページ１２款１項１

目民生費負担金１節児童福祉費負担金です。これは常設保育所、へき地保育所

にかかる保育料となっております。常設保育所負担分は所得基準にもとづいて

の徴収となりますけれども、国の基準から算出した額、４０４２万４千円から

軽減分として１３６２万６千円の平取町の負担を控除した２６７９万８千円、

それから滞納分３０７万５千円の３０％であります９２万２千円をあわせて、

常設保育所分は２７７２万円を計上してございます。へき地保育所保護者負担

については、１人目７千円、２人目以降５千円、３人目以降３５００円として

５１名分、３７６万２千円を計上してございます。総額で３１４８万２千円を

計上してございます。３０ページ１３款１項１目総務使用料でございます。１

節単身者住宅使用料は振内の単身者住宅の使用料で、月額２万７千円１２戸分、

空き室等を考慮し９５％の稼働率として、前年同額の３６９万３千円を見込ん

でおります。２節情報通信施設使用料は光ファイバー回線等の使用料となって

おります。内訳としてはインターネット回線としてＮＴＴに貸す分１戸あたり、

ひと月７５６円、これを１２か月９００件分８１６万５千円と振内、貫気別局

の通信設備使用料４４万２千円、あわせて８６０万７千円を計上してございま

す。携帯電話の電送路使用料はＮＴＴドコモ及びソフトバンクモバイル２社に

３局分、月額７５６円の１２月分５万４千円を見込んでおります。ケーブルテ

レビ使用料は地上デジタル放送を光ファイバー引き込みによって視聴する世帯

の使用料、毎年１万円の３か年ということでございますけども、２７年度分は

新規で１０件分、１０万円を見込んでいるというところでございます。３１ペ

ージ１３款１項２目民生使用料でございます。１節老人福祉寮使用料は貫気別

の老人福祉寮の使用料で、入所者月額７千円の６名分と寮母さんの月額１万円

の使用料をあわせて６２万４千円を計上しております。２節生活館使用料２４

４万円、３節共同作業場使用料４０万８千円、４節ふれあいセンターびらとり

使用料４０万円については過去３年間の収入実績をもとに計上をしてございま

す。３２ページ１３款１項３目衛生使用料は墓地使用料と斎場使用料で２６年

度同額の６０万円を計上してございます。３３ページ１３款１項４目土木使用

料でございます。１節土木機械使用料９千円、３節河川敷地使用料１５万８千

円、５節排水処理施設使用料２７７８万円は使用実績等により２６年度同額を

計上してございます。２節道路占有使用料は単価の改定等を見込み、２６年度

に比べ１６６万９千円減の１２１万６千円を計上してございます。４節の町営

住宅使用料６０７５万９千円は平成２６年度の実績から３７４戸分の使用料と

滞納分を見込んでございます。新築住宅４戸、解体５戸の増減等も加味して１

８７万４千円の増という計上になってございます。３４ページ１３款１項５目

教育使用料です。１節体育施設使用料１万円、２節アイヌ文化博物館使用料５

５０万円、３節公民館使用料５０万円につきましては、２６年度の実績からそ

れぞれ見積もっております。２節のアイヌ文化博物館使用料については、来館
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者の増を見込みまして、５０万円増を計上してございます。３５ページ１３款

１項６目農林水産使用料、これは町営牧野の使用料で２６年度実績をもとに積

算しまして、２６年度より６４万１千円増の、５４０万円を見込んでおります。

３６ページ１３款１項７目商工使用料です。１節の鉄道記念館使用料６万８千

円、２節義経資料館使用料２３万７千円、３節山の駅ほろしり館使用料２１万

４千円、４節二風谷ファミリーランド使用料７２２万円は、２６年度実績等を

もとに計上をしてございます。３７ページ１３款２項１目総務手数料ですが、

１節徴税手数料４万５千円、２節戸籍住民登録手数料３４３万６千円も２６年

度実績をもとに計上しております。３８ページ１３款２項２目衛生手数料、畜

犬登録手数料３２万円ですけれども、これも実績から計上しておりまして、２

６年度と同額となってございます。３９ページ１３款２項３目農林水産手数料、

農用地登記事務手数料２万７千円でございます。農業経営基盤強化促進事業嘱

託登記の手数料、実績をもとに計上し６千円の減としてございます。４０ペー

ジ、ここからは国庫支出金の説明となります。１４款１項１目民生費国庫負担

金１節社会福祉費負担金のうち、障害者自立支援費負担金は、身体障害者更生

医療給付費、介護訓練等給付費などの２分の１を充当する国庫負担金６５３０

万５千円、新たに介護保険料の軽減のための負担金４８万９千円、あわせて６

５７９万４千円となってございます。２節児童福祉費負担金５６７７万９千円

は、常設保育所運営に係る負担金となっております。３節児童手当に係る国庫

負担金５１１９万１千円で、３歳児未満、３歳児から小６の第１子、２子、３

子、中学生それぞれの段階ごとに定めた率をもとに積算をされております。４

節保険基盤安定費負担金３２５万１千円は、国民健康保険加入者の支援となる

国庫負担金となってございます。４１ページ１４款２項１目総務費国庫補助金

でございます。１節財産管理費補助金、家賃低廉化事業交付金１０１２万円は、

町営住宅の基準住宅料と実質入居者のかかる住宅料との差額相当分について交

付されるものでございまして、２６年対比で２万円の減となってございます。

２節の企画費補助金、地域公共交通確保維持改善補助金５３４万５千円は、平

取町地域公共交通活性化協議会が実施いたしますデマンドバス運行事業等に充

当される補助金となってございます。それから、平成２７年度新規計上でござ

いますが、総務管理費補助金で４４１万７千円、これは社会保障・税番号制度

システム整備費補助金でございますけども、マイナンバー制の導入に係る補助

金となっておりまして、これが要因で科目としては４０６万９千円の増という

ふうになってございます。４２ページ１４款２項２目民生費国庫補助金でござ

います。１節社会福祉費補助金、障害者自立支援費補助金３８万４千円は、補

助基準４３０万円の９％の積算となっております。臨時福祉給付金給付事務費、

事業費補助金あわせて１０７７万２千円でございますが、これは平成２６年４

月から消費税率が引き上げられ、所得の低い方々への軽減負担のための臨時的

な措置として給付金を支給する事業でございまして２７年度も支給額は減額さ

れますけれども、引き続き実施され、それに係る補助金でございます。充当率
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は１００％となってございます。２節児童福祉費補助金、子育て世帯臨時特例

給付金給付事務、事業費補助金あわせて３５８万４千円でございますが、これ

も前節同様、消費税が引き上げられたことによる子育て世帯への影響を緩和し、

臨時的な給付措置を国が行うための補助金となってございまして、これも充当

率が１００％となっております。科目としては給付金の単価の減、それから２

６年度計上の過疎地域等の自立活性化推進補助金９６０万円が減ということ

で、２６６１万４千円の減というふうになってございます。４３ページ１４款

２項３目衛生費国庫補助金１節保健衛生費補助金で、合併浄化槽設置に係る国

の補助金となっておりまして、基準額３５万２千円が８基、４４万１千円が２

基の３分の１で１２３万２千円となってございます。後期高齢者健診事業に充

当される健康増進事業費補助金７０万円、がん検診事業に充当する感染予防事

業補助金６０万円も２６年度同額を計上してございます。４４ページ１４款２

項４目土木費国庫補助金でございますが、１節道路橋梁費補助金は荷負本村線

改良事業と川向学校シラウ川線改良舗装事業、橋梁長寿命化橋梁補修事業、道

路付属物点検事業のそれぞれの事業費の１０分の７の額で積算をしておりまし

て、あわせて６４４０万円を計上しております。２節住宅建設費補助金は公営

住宅建設事業、去場団地の実施設計料、敷地造成費でございますが、これの事

業基準額の２分の１、１４４５万円を計上してございます。４５ページ１４款

２項５目教育費国庫補助金でございますけども、１節の教育総務費補助金４万

２千円はへき地児童の心臓検診費用への補助金、２節社会教育費補助金６５５

万２千円は文化的景観保護推進事業補助金として、２６年度に引き続き二次選

定へ向けての調査費用等に充当するための補助金ということになってございま

す。４６ページ１４款３項１目総務費国庫委託金ですが、１節の総務費委託金

３８１８万３千円は平取ダム建設に係るアイヌ文化の保全調査に関する調査業

務の国からの委託金となってございます。２節戸籍住民基本台帳費委託金２２

万９千円は中長期で在留する外国人登録事務に関する国からの委託金となって

ございます。４７ページ１４款３項２目民生費国庫委託金でございますが、１

節、２節は国民年金事務委託金１８２万９千円、それから特別児童扶養手当事

務に関する国からの委託金２万３千円となってございます。４８ページ１４款

３項３目商工費国庫委託金ですが、１節商工費委託金７１０万円は二風谷ダム

周辺の環境維持管理に係る国からの委託金となってございます。４９ページ１

４款３項４目教育費国庫委託金ですが、１節の沙流川歴史館管理費委託金７８

６万７千円は歴史館の管理に係る国からの委託金で、２６年同額となっており

ます。２節埋蔵文化財発掘調査費委託金７６７万６千円でございますが、これ

は国からの委託により平取ダム建設事業に係る豊糠８遺跡の発掘経費に充当さ

れるもので、２７年度は報告書等の策定などの事務作業が主となることから、

昨年度より６２７１万円の減となってございます。以上が国庫支出金の説明と

なっておりまして、次からは道支出金の説明をさせていただきます。５０ペー

ジ１５款１項１目民生費道負担金ですけれども、１節から４節の国民健康保険
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基盤安定費負担金までは、国庫負担金で説明いたしました内容についての国、

道の負担区分に係る道の負担分についてのそれぞれの金額を計上してございま

す。４節の国保安定基盤費負担金の上段でございますが、保険料軽減分として

道からの負担金１５６８万１千円を計上しております。後期高齢者医療保険基

盤安定費負担金は後期高齢者医療特別会計繰出金の保険基盤安定分２１００万

６千円の４分の３が交付されるものとなってございます。５１ページ１５款２

項１目の総務費道補助金です。１節の財産造成費補助金２９４２万８千円は町

有林造成に係る補助金となっておりまして、造林２５ヘクタール、下刈５９．

７１ヘクタール、除間伐等９８ヘクタール、森林保護野鼠駆除３１７ヘクター

ルに対し交付されるというものとなっております。造林事業の増により２６年

度に比べ９８４万円の増となってございます。２節企画費補助金の電源立地地

域対策交付金５１３万円でございますが、これは岩知志発電所の所在町として

交付されまして、国保病院への繰出金に充当を予定しております。土地利用規

制等対策事業市町村交付金５万４千円は国土法の土地届出事務に交付されるも

ので、２６年度同額を計上しております。５２ページ１５款２項２目民生費道

補助金でございます。１節社会福祉費補助金の重度心身障がい者医療費補助金

７５６万３千円は医療費に、民生委員活動費補助金１６６万１千円は活動費に

対し、それから子ども発達支援事業費補助金４１万８千円及び発達支援センタ

ー事業補助金７１万５千円は子ども発達支援センターの運営費に充当される補

助金となってございます。障害者自立支援事業費補助金４０万円は、身体障害

者の医療費等に充当されるものでございます。２節の老人福祉補助金６２万７

千円は、老人クラブ運営費に充当する補助金となってございます。３節の生活

館費補助金１０８５万９千円は、二風谷生活館の大型館１館とその他１１館に

対する運営費等の補助金となっております。４節の児童福祉費補助金の医療費

補助金、乳幼児医療費補助分で３０３万７千円、ひとり親分で１１３万７千円、

乳幼児ひとり親家庭等医療費に充当されるということになっております。放課

後子どもクラブ推進事業補助金１７４万１千円はふれない児童クラブ運営費に

充当する補助金となっております。科目としては２６年度計上した子育て支援

対策臨時特例交付金４００万円、安心こども基金分３２４万円がありまして、

これが減ったため科目としては７２３万４千円の減ということになってござい

ます。それから５３ページ１５款２項３目の衛生費道補助金です。１節の保健

衛生費補助金、地域づくり総合交付金１１７万円はエゾ鹿捕獲委託事業に充当

されます。医療施設等設備費補助金２１２万５千円は振内診療所の医療機器購

入に充当されるものです。充当率は２分の１です。消費・安全対策交付金３０

万円は、食育推進事業に充当される補助金となっております。２６年度の雑入

で計上しておりました鳥獣被害防止の緊急捕獲活動支援事業補助金１千万円で

ございますが、今回、道費補助金として計上され、エゾ鹿アライグマ捕獲委託

事業に充当されるということになってございます。５４ページ１５款２項４目

農林水産業費道補助金で１節の農業費補助金、額の大きなものを主にご説明申
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し上げます。中山間直接支払は２６年度同額の３９０３万３千円、北海道総合

地域づくり総合交付金は新規参入者就農促進対策事業補助金に充当されまし

て、２６年度より４４０万円減の１３６０万円を計上してございます。経営所

得安定対策直接支払推進事業補助金は６４万７千円増の５９８万３千円の計上

となっております。経営体育成支援事業補助金は、農家の経営拡大のための施

設整備に対し、融資を受けた場合の自己負担分に助成される補助金となってお

りますけども、２７年度は対象者が１名を計上しておりまして、２６年度に比

べ１００５万円の減となってございます。青年就農給付金交付事業交付金は対

象者が１１名で２６年度より１１２万５千円増の１９１２万５千円を計上して

おります。３節林業振興費補助金、２１世紀北の森づくり推進事業費補助金は、

２６年度より１４０万８千円減の２６４万円を計上しております。４節の治山

治水費補助金は２６年度に引き続き、小規模治山事業貫気別丸山地先の沢６５

０万円を計上しております。５節の林道費補助金は新規事業の林業専用道開設

事業補助金５００万円、林道オユンベ線改良事業補助金９００万円を計上して

ございます。５５ページ１５款２項５目の土木費道補助金です。１節の住宅改

良費補助金１９０万円でございますが、アイヌ住宅改良資金貸付事業に対して

の補助金、対象事業費の４分の１が交付されるということでございます。５６

ページ１５款２項６目の教育費道補助金１節社会教育費補助金、放課後子ども

教室推進事業補助金は紫雲古津、二風谷、貫気別地区で実施されております教

室の運営費等に交付されるものでございますが、２６年対比で７０万４千円減

の２８１万４千円を計上しております。５７ページ１５款３項１目総務費道委

託金です。１節から３節については説明欄記載の委託金について計上しており

ますけれども、２節の道民税徴収委託金６９２万３千円は納税義務者数に単価

をかけて交付されるものでございます。３節の統計調査費委託金は、２７年度

が国勢調査の年となることから、国勢調査の経費に係る委託金４２３万円を計

上し、２９２万３千円の増となっております。５節の選挙費委託金でございま

すが、２７年４月１２日に執行される北海道知事道議会議員選挙の委託金６３

８万６千円となってございます。５８ページ１５款３項２目の農林水産業費道

委託金です。道営農業農村整備事業補助監督等委託金６４万８千円は道営事業

の補助監督等に係る委託金となってございます。５９ページ１６款１項１目財

産貸付収入１節の土地建物貸付収入です。土地貸付料６３７万７千円は一般貸

付分１５１件のほか北電、ＮＴＴの電柱等の貸付料となってございます。建物

貸付料は１０３４万１千円となっておりまして、一般貸付２１件分、新規就農

住宅等の貸付料を見込んでおります。公宅の貸付料は職員住宅貸付料２０１４

万８千円となっておりまして、公宅１５９戸分を計上しております。２６年度

と比べ１４４万７千円の減となっておりまして、科目では１９４万５千円の減

という計上になっております。６０ページ１６款１項２目の利子及び配当金３

４１万７千円の計上です。財政調整基金及び各種特定目的基金の利子について

計上してございます。預金利率０．１％にて積算をしてございます。６１ペー
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ジ１６款２項１目不動産売払収入１節の不動産売払収入、土地売払代３８０万

１千円は、二風谷分譲宅地８区画分の収入を計上してございます。２節その他

の不動産売払収入３千万１千円は、町有林の流木売払代を見込んでおります。

２６年度同額で計上しております。６２ページ１６款２項２目物品売払収入１

万円です。町史等の売払１万円を見込んでおります。６３ページ１７款１項１

目１節の寄附金です。一般寄附１０万円と新規でふるさと寄附金２００万円を

当初予算で見込んでございます。６４ページ１８款１項１目１節平取町財政調

整基金繰入金ですけども、これは平成２７年度予算における財政調整のための

繰入れとなりますけども、充当事業といたしましては川向営農用水施設整備事

業となってございます。６５ページ１８款１項２目１節沙流川ダム地域振興基

金繰入金３億２９００万円でございます。充当事業といたしましては、予算説

明資料の１５ページに掲載されておりますけれども、防犯灯ＬＥＤ整備事業か

ら学校グランド整備事業までの３２事業にそれぞれの額で充当を予定している

というところでございます。６６ページ１８款１項３目１節の平取町地域雇用

創出基金繰入金です。昨年に引き続きまして、臨時職員４名と町有林管理のた

めの臨時的な人件費に充当を予定しているというところです。６７ページ１９

款１項１目１節繰越金、前年度繰越金３千万円の計上を予定しております。２

６年度予算における繰越金は、繰越事業の一般財源を除きまして、８千万円程

度との繰り越しを見込んでいるところで、差額分については留保財源とさせて

いただくものでございます。ここからは、諸収入の説明になります。２０款１

項１目１節延滞金、これは町税の延滞金を計上してございます。６９ページ２

０款２項１目１節預金利子です。実績から見積り２６年度より５万円増の３０

万円を計上してございます。７０ページ２０款３項１目１節国民健康保険病院

特別会計貸付金元利収入４４５万２千円でございます。２２年度に国保病院に

貸し付けを行いました４４００万円に係る元利償還金となってございます。７

１ページ２０款４項１目１節社会福祉資金貸付金元金収入１８８万４千円は、

滞納を含めない償還分を１７０万円としまして、滞納分を４６万円の４０％の

収入見込１８万４千円で計上しております。７２ページ２０款４項２目１節中

小企業融資資金貸付金元利収入３０１８万４千円は、特別融資が２８１８万４

千円、経営改善融資が２００万円を計上し、新規既存分の金融機関への預託金

の収入を計上してございます。７３ページ２０款４項３目１節の公社融資資金

貸付金元利収入３０６万９千円ですけども、畜産公社への貸付金に係る元利収

入を見込んでございます。７４ページ２０款４項４目１節住宅改良資金貸付金

元利収入１３７６万２千円でございますが、アイヌ住宅改良資金貸付金の元利

償還金現年分１２５６万円、滞納繰越分１２０万２千円を計上しております。

７５ページ２０款４項５目１節の勤労者生活安定融資資金貸付金元利収入１６

００万円は預託金の収入を計上してございます。７６ページ２０款４項６目１

節振内歯科診療所運営資金貸付金元利収入４４万円は貸付金に係る償還元利収

入を計上してございます。７７ページ２０款４項７目１節平取町奨学資金貸付
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金元金収入１４０万５千円は、奨学資金貸付者１２名分の償還金を計上してご

ざいます。７８ページ２０款４項８目二風谷民芸組合運営資金貸付金元利収入

４８０万６千円、これは二風谷民芸組合が行うアイヌ伝統工芸品産業支援振興

事業の資金繰り資金として一時貸し付けを行うことによる貸付金の元金収入と

なってございます。７９ページの２０款５項１目雑入１節の企業負担金、これ

は平取町畜産公社からの負担金で人件費分３９９万１千円、事務所費分４０万

という内訳になってございます。人件費の減によりまして６７３万１千円の減

ということになってございます。２節雑入につきましては、主なものを説明さ

せていただきたいと存じます。まず、平取町社会福祉協議会負担金、これは２

６年度より１０万６千円増の６６９万４千円を計上しております。それから３

番目、土地改良区の負担金は２６年同額の６００万円。それからアイヌ文化振

興・研究推進機構委託金はイオル再生事業に係る委託金でございまして、２６

年度比で３万６千円減の１０１１万４千円を計上してございます。それから重

度心身障がい者医療費高額分は２６年度比で１００万円減の２００万円を計上

しております。それから、居宅介護サービス計画費、これは前年度８０万７千

円増の３２６万円を計上しております。それから、中段のあたりですけども、

いきいきふるさと推進事業助成金４００万円は、沙流川・鵡川ペアライン活性

化協議会の事業に充当されます。それからずっと下にいきまして、糠平・幌尻

林道シャトルバス利用料でございますが、これは１９００人の利用、単価の増

３５００円から４千円に増加を見込みまして、７６８万４千円を計上してござ

います。市町村振興宝くじ交付金につきましては、下のほうでございますが、

２００万円を計上しております。これは図書の購入に充当されるものでござい

ます。それから下から四つ目ですが、二風谷ファミリーランド施設収入７８万

円は管理棟、売店収入、バッテリーカー収入を見込んでおります。一番下でご

ざいますが、びらとり温泉の指定管理者からの納付金として２００万円を見込

んでおります。８０ページでございますが、沙流川・鵡川ペアライン活性化事

業負担金、これは各町からの負担金でございまして、日高町とむかわ町の負担

金、２町分で２６０万円を予定しております。それから、独立型再生可能エネ

ルギー発電システム等対策補助金でございますが、これはふれあいセンターの

太陽光発電システムの設計費に充当を予定しておりまして２３５万円を予定し

てございます。主なものは以上でございますけども、雑入に関しましては、２

６年度に比べまして先ほど申しましたけれども、日高西部の鳥獣被害防止対策

協議会負担金１２２０万円が道の補助金に組み替えとなったということから大

きく減となっていまして、雑入としては１２８７万円の減ということになって

ございます。次に８１ページ、ここから町債となります。２１款１項１目１節

総務債５８３０万円でございます。内訳は民間賃貸共同住宅整備費助成事業２

千万円、二風谷地区再整備事業１５００万円、生活交通確保対策事業１６００

万円、地域公共交通活性化事業７３０万円を予定しておりまして、すべて過疎

債を予定してございます。８２ページ２１款１項２目１節衛生債２１０万円で
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ございます。振内診療所医療機器整備事業に充当する予定でございまして、こ

れも過疎債を予定しております。８３ページ２１款１項３目農林水産業債１節

の農業債３２００万円の内訳でございますが、農業者就農促進対策事業９００

万円、新規就農者用リース農場整備５００万円、中山間地域総合整備事業５０

０万円、中山間地域等直接支払交付事業１３００万円となってございます。い

ずれも過疎債を予定しております。２節の林業債２４５０万円は、貫気別の丸

山地先小規模治山事業に６５０万円、林業専用道開設に５００万円、林道オユ

ンベ線改良事業１３００万円の充当を予定しております。丸山地先につきまし

ては一般単独債を予定していますが、ほか２路線は過疎債の充当を予定してお

ります。８４ページ２１款１項４目土木債１節の道路橋梁債５７８０万円は川

向町界線舗装事業から二風谷ファミリーランド線の局部改良事業までの５路線

で３３８０万円、これは過疎債の充当を予定しております。それから長知内ヤ

マダの沢、タンノの沢、トーナイ線の横断管改修事業３事業については２４０

０万円、これは一般単独債を充当する予定でございます。２節の住宅債２２４

０万円は、公営住宅建設事業、去場住宅団地１４４０万円と住宅リフォーム促

進事業に８００万円を予定しております。住宅は住宅債、リフォームは過疎債

を予定しております。８５ページ２１款１項５目１節教育債２６００万円は、

学校給食用備品の整備に４００万円、振内中学校耐震補強事業に１千万円、中

央公民館改修事業に１２００万円を予定しております。これらも過疎債を予定

してございます。８６ページ２１款１項６目臨時財政対策債でございます。交

付税の性格を持つ臨時財政対策債は地方財政計画では１９．１％の減となって

おりますけれども、２６年度決算見込み等も考慮いたしまして、２６年度対比

で４０５０万円の減ということで、１億５９５０万円を計上してございます。

当該起債は後年度その元利償還金が１００％普通交付税に算入される起債とな

ってございます。以上で歳入の説明とさせていただき、次に第２表の債務負担

行為を説明いたしますので、７ページにお戻りいただきたいと思います。７ペ

ージの第２表、債務負担行為でございます。自治法の規定によりまして、債務

を負担することのできる事項、期間、限度額を定めるものでございます。まず、

中小企業特別融資利子補給金でございますが、期間を平成３７年度、限度額は

３０６万１千円としてございます。町内中小企業への新規貸付を２千万円、利

率３．１％として積算をしております。次に中小企業経営改善融資利子補給金

で、主に設備等の整備のための資金ということで、融資額６００万円、利率３．

３％として積算をしてございまして、３６年度までの１０年間で限度額を８７

万９千円としてございます。小中学校電子黒板購入費は備荒資金組合への債務

負担行為として、黒板７台分の１千万円、年率０．３％といたしまして、期間

を平成３１年度として、限度額を１００６万８千円としてございます。続いて

第３表の地方債についてご説明申し上げますので、次のページをお開き願いま

す。８ページ、第３表地方債を説明いたします。起債の目的、限度額、方法、

利率、償還の方法を定めるものでございますけれども、平成２７年度はこの表
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の一番下の臨時財政対策債を除く２５の事業に充当を予定してございます。こ

のうち、上から４番目でございますけども、地方公共交通活性化事業、それか

ら１０番目になりますけども小規模治山事業貫気別丸山地先、それから林道専

用道の開設事業、それから林道オユンベ線改良事業、それから川向学校シラウ

川線改良事業、それから下から５番目となりますけども、公営住宅建設事業、

その下の振内中学校耐震補強事業、これは補助事業となっておりまして、補助

金を充当した後の事業費に起債を充当するということになってございます。あ

とは単独事業でございます。それから、臨時財政対策債を除く起債総額でござ

いますが、これは２億２３１０万円でございまして、その内１億７８２０万円

はその元利償還金が交付税算入される過疎債を予定してございます。一番下の

臨時財政対策債は、言うなれば普通交付税に算入される額を起債というかたち

で交付するものとなっておりまして、２７年度の発行見込み額が１億５９５０

万円を予定しております。以上で議案第２０号平成２７年度平取町一般会計予

算の説明をさせていただきました。座ったままで大変失礼度申し上げましたけ

ども、よろしくご審議のほどお願い申し上げます。 

議長 次に、国民健康保険特別会計予算及び後期高齢者医療特別会計予算について提

案説明を求めます。町民課長。 

町民課長 それでは議案第２１号平成２７年度平取町国民健康保険特別会計予算について

ご説明申し上げますので、国保の１ページをお開き願います。第１条歳入歳出

予算の総額をそれぞれ８億８７７４万円に定めようとするものでございます。

第２条は一時借入金の最高額を５千万円とするものでございます。第３条は歳

出予算の流用について定めております。それでは事項別明細書の歳出からご説

明いたしますので、国保３２ページをお開き願います。１款１項１目一般管理

費で、国民健康保険事業の実施に係る経常的経費２６５万１千円を計上してお

ります。１３節委託料で１４６万７千円減額となっておりますが、これはシス

テム更新業務の減によるものでございます。国保３３ページ２目連合会負担金

で１千円増の７１万３千の計上でございます。国保３４ページ３目特別対策事

業５７４万７千円の計上で、国保事業の医療費適正化を講じるための経費で１

３節委託料で１３５万７千円の増額分につきましては、診療報酬明細書の点検

業務の見直しによるものでございます。国保３５ページ２項１目賦課徴収費１

７０万円の計上で前年同額となっております。国保３６ページ２目納税奨励費

１３２万５千円の計上で前年同額でございます。これは日高管内地方税滞納整

理機構の負担金でございます。国保３７ページ３項１目運営協議会費２９万５

千円の計上で、国保運営協議会に関する必要経費で前年同額でございます。国

保３８ページ２款１項１目一般被保険者療養給付費４億１千万円の計上でござ

います。この科目は一般被保険者の医療費を保険者が直接医療機関へ支払うも

ので、被保険者数は１００名増としておりますが、１人当たりの平均医療費が
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下がっていることから、１千万円減で見込んでおります。国保３９ページ２目

退職被保険者等療養給付費２３００万円の計上で前年同額でございます。国保

４０ページ３目一般被保険者療養費４００万円の計上で、一般被保険者の補装

具、針、灸等の医療費を本人が一旦全額負担した場合の自己負担分以外の療養

費で、前年同額でございます。国保４１ページ４目退職被保険者等療養費２０

万円も前年同額で計上しております。国保４２ページ５目審査手数料１２０万

円の計上で、国保連合会に係る医療費審査手数料となっております。国保４３

ページ２項１目一般被保険者高額療養費５０３０万円の計上でございます。一

般被保険者が支払う医療費の自己負担額のうち、月内で定められた限度額を超

えた場合に超えた部分を高額医療費として支払う費用で前年実績をもとに算出

し、１７０万円の減としております。国保４４ページ２目退職被保険者等高額

療養費４００万円につきましても、１人当たりの平均医療費の増により１７０

万円増で計上しております。国保４５ページ３目一般被保険者高額介護合算療

養費３０万円の計上でございます。これは一般被保険者が支払った医療費の自

己負担額のうち、１年間の医療費と介護サービスを合算して決められた限度額

を超えた場合に支払う費用で、前年同額で計上しております。国保４６ページ

４目退職被保険者等高額介護合算療養費で、これは一般同様に退職被保険者分

で前年同額の１０万円で計上しております。国保４７ページ３項１目一般被保

険者移送費で、医療機関を受診時に特別な事情が発生し、移送される場合に支

給されるもので、前年同額の３万円の計上でございます。国保４８ページ２目

退職被保険者等移送費につきましても一般同様に２万円の計上でございます。

国保４９ページ４項１目出産育児一時金でございます。前年同額２０人分、８

４０万５千円を計上しております。国保５０ページ５項１目葬祭費につきまし

ても前年同額２０件分２０万円を計上しております。国保５１ページ３款１項

１目後期高齢者支援金等１億２８８万円の計上でございます。これは全保険者

が拠出し、後期高齢者医療制度を支える仕組みで、社会保険支払診療基金の概

算通知により４９１万円の減で計上しております。国保５２ページ２目後期高

齢者関係事務費拠出金は前年同額の１万円で計上でございます。国保５３ペー

ジ４款１項１目前期高齢者納付金等４万７千円の計上でございます。これも全

保険者が拠出し前期高齢者医療制度を支える仕組みで、１人当たりの負担調整

対象額の減により２万７千円の減で計上しております。国保５４ページ２目前

期高齢者関係事務費拠出金につきましては前年同額の１万円の計上でございま

す。国保５５ページ５款１項１目老人保健事務費拠出金につきましては、医療

費精算に係る拠出金で、経過措置により継続中のため前年同額の５千円を計上

しております。国保５６ページ６款１項１目介護納付金でございます。これは

４０歳から６４歳までの全被保険者が拠出し、介護保険制度を支える仕組みで、

３８７４万６千円の計上でございます。１人当たりの負担額の減により５７４

万７千円の減となっております。国保５７ページ７款１項１目共同事業拠出金

でございます。これは１件当たり１か月８０万円以上の高額な医療費が発生し
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た場合に、国が保険者の運営基盤の安定化を図るための事業で１９１５万６千

円の計上でございます。医療費に基づいた国保連合会の試算により２９５万７

千円の増で計上しております。国保５８ページ２目保険財政共同安定化事業拠

出金で２億１５４万９千円の計上でございます。１億２２１０万１千円の増と

なっております。この事業は平成２６年度までは、１件３０万円以上のレセプ

トを対象としておりましたが、平成２７年度からの対象事業が拡大されまして、

１件１円以上すべてのレセプトが対象となることからこのような大幅な増とな

っております。この保険財政共同安定化事業の拡大については、保険者の構造

的問題であります市町村の格差に対応するために、国民健康保険法が改正され

たことによるものでございます。国保５９ページ３目共同事業事務拠出金は前

年同額の１千円の計上でございます。国保６０ページ、８款１項１目特定健康

診査等事業費でございます。この科目は国保被保険者の保健事業に要する経費

で４３７万７千円の計上でございます。受診率の向上のため、４０歳時受診時

の自己負担額の助成と町単独検査項目として心電図検査分７３万円を新たに予

算措置いたしました。国保６１ページ２項１目保健衛生普及費は国の医療費適

正化事業で、保健師による個別の保健指導の経常的経費で前年同額の１８万円

を計上しております。６２ページ９款１項１目基金積立金は国保給付費支払準

備基金利子で前年同額の４万円の計上でございます。国保６３ページ１０款１

項１目利子は一時借入のための利子ですが、ここ数年借入実績がないことから、

４５万円減の５万円を計上しております。国保６４ページ１１款１項１目保険

税還付金、次のページ国保６５ページ２目償還金、国保６６ページ３目還付加

算金は、それぞれ前年同額の１千円を計上しております。国保６７ページ２項

１目直診施設勘定繰出金は、国保病院特別会計への繰出金で、６４万９千円減

の４５０万円の計上となっております。対象事業につきましては救急患者受入

体制支援事業でございます。国保６８ページ１２款１項１目予備費は前年同額

の２００万円の計上でございます。以上歳出合計額８億８７７４万円、前年対

比で１億３６１万円の増となっております。次に歳入についてご説明いたしま

すので、国保８ページをお開きください。１款１項１目一般被保険者国民健康

保険税でございます。これは一般被保険者の療養給付に要する費用の財源とし

て、賦課徴収する保険税でございます。世帯数１０２０世帯、被保険者数２０

００人、収納率９６％を見込み、医療分、後期支援分、介護分あわせて２億１

０８８万３千円を計上し、２７９万９千円の減となっております。国保９ペー

ジ。２目退職被保険者等国民健康保険税は一般同様に退職被保険者として世帯

数４０世帯、被保険者数７０人、収納率９６％を見込み、医療分、後期分、介

護分あわせて６９５万１千円、１３６万円の減で計上しております。国保１０

ページ２款１項１目督促手数料は保険税の督促手数料として前年同額の５千円

を計上しております。国保１１ページ３款１項１目療養給付費等負担金は一般

被保険者の療養給付費、後期高齢者支援金、介護納付金に係る費用に対して３

２％相当額が国から助成されるもので、１億５０１８万９千円を計上しており
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ます。療養給付費一般分の負担増により７５１万２千円の増となっております。

国保１２ページ２目高額医療費共同事業負担金は、歳出の７款１項１目の高額

医療費共同事業拠出金に対して国から４分の１相当額が助成されるもので、７

４万円増の４７８万９千円を計上しております。国保１３ページ３目特定健康

診査等負担金は、特定健康診査等の行為に対して国から助成されるもので、６

８万円の計上でございます。国保１４ページ２項１目財政調整交付金は市町村

間の財政力の不均衡を調整するために国から交付されるもので、普通調整交付

金が２５７１万２千円、特別調整交付金が５４８万円、あわせて３１１９万２

千円、５９１万４千円の増で計上しております。国保１５ページ４款１項１目

療養給付費交付金は退職被保険者の療養給付費等に係る費用から保険税を控除

して助成される交付金で２７９３万４千円の計上で、７０万４千円の増となっ

ております。国保１６ページ５款１項１目前期高齢者交付金は前期高齢者に対

して社会保険診療支払基金から保険給付費に充てられるものとして交付される

もので、１億２４８１万４千円の計上でございます。前々年度の精算分が相殺

されて交付されるため３１２９万６千円の減となっております。国保１７ペー

ジ６款１項１目高額医療費共同事業負担金は国庫負担金と同様に高額医療費共

同事業拠出金に対して道から助成されるもので、４７８万９千円、７４万円増

の計上となっております。国保１８ページ２目特定健康診査等負担金は国庫負

担金と同様に６８万円の計上でございます。国保１９ページ２項１目財政調整

交付金でございます。これも国と同様に市町村間の財政力の不均衡を調整する

ために道から交付されるもので、普通調整交付金３３９９万１千円、特別調整

交付金１２９４万２千円、あわせて４６９３万３千円、４２２万８千円の減で

計上しております。国保２０ページ７款１項１目高額医療費共同事業交付金は、

レセプト１件８０万円を超える医療費が発生した場合に国保連合会から交付さ

れるもので、１２１９万２千円の計上でございます。１１万５千円の減となっ

ております。国保２１ページ２目保険財政共同安定化事業交付金は保険料の平

準化、財政の安定を図るというものですが、歳出７款１項２目保険財政共同安

定化事業拠出金でもご説明いたしましたが、平成２６年度までは１件３０万円

以上のレセプトが対象となっておりましたが、制度改正により平成２７年度か

らは１件１円以上のレセプトが対象となることから、１億３１６３万３千円増

の２億１５４万９千円の計上となっております。国保２２ページ８款１項１目

利子及び配当金は、国保支払準備基金利子分で前年同額の４万円を計上してお

ります。国保２３ページ９款１項１目一般会計繰入金でございます。これは国

民健康保険制度の運営に対しまして、一般会計が国保特別会計へ繰出すための

経費で法定ルールに従い措置するもので、２８３万３千円減の３９１０万７千

円の計上でございます。国保２４ページ２項１目平取町国民健康保険給付費支

払準備基金繰入金は、医療費の推移状況及び繰越金を考慮し、５００万円増の

１５００万円を計上しております。国保２５ページ１０款１項１目繰越金は１

千万円の計上でございます。国保２６ページ１１款１項１目一般被保険者延滞
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金は、前年同額の４千円の計上でございます。国保２７ページ２目退職被保険

者等延滞金、国保２８ページ２項の雑入、１目一般被保険者第３者納付金、国

保２９ページ２目退職被保険者等第３者納付金につきましては、それぞれ前年

同額の１千円を計上しております。国保３０ページ３目雑入は前年度同額の６

千円を計上しております。歳入合計８億８７７４万円の計上で、２６年度対比

で１億３６１万円の増となっております。歳入歳出とも２６年度対比で１億３

６１万円の増となっておりますが、これは保険財政共同安定化事業の対象が３

０万円から１円以上に拡大されたものが主な要因となっております。以上国民

健康保険特別会計予算の説明とさせていただきますので、ご審議のほどよろし

くお願い申し上げます。 

続きまして議案第２２号平成２７年度平取町後期高齢者医療特別会計予算につ

いてご説明いたします。後期予算書の１ページをお開き願います。第１条歳入

歳出予算の総額をそれぞれ７９６２万円に定めようとするものでございます。

それでは事項別明細書の歳出からご説明いたしますので、後期の１７ページを

お開き願います。１款１項１目一般管理費は旅費をはじめとする事務の運営に

要する一般的経費で１５万５千円減の２６８万８千円の計上でございます。後

期１８ページ２項１目徴収費は保険料徴収に要する経費で、前年同額の１６万

円の計上でございます。後期１９ページ２款１項１目後期高齢者医療広域連合

納付金は、広域連合に支払う事務費負担金、保険料、保険基盤安定負担金で７

６３６万９千円の計上でございます。保険者数は減少傾向にありますが、１人

当たりの医療費が増加傾向にあるため、２６７万５千円の増となっております。

後期２０ページ３款１項１目保険料還付金、後期２１ページ２目還付加算金、

後期２２ページ３目償還金は、それぞれ前年同額の１千円の計上となっており

ます。後期２３ページ４款１項１目予備費は前年同額の４０万円の計上でござ

います。歳出の合計額が７９６２万円で２６年度対比で２５２万円の増となっ

ております。次に歳入についてご説明いたしますので、後期の６ページをお開

き願います。１款１項１目特別徴収保険料は現年度分保険料として１０万８千

円増の３１０８万４千円の計上でございます。この保険料につきましては北海

道後期高齢者医療広域連合におきまして前々年度の所得をもとに試算をしてお

ります。後期７ページ２目普通徴収保険料は現年度分滞納繰越分として３４８

万３千円増の２２０１万６千円を計上しております。この保険料につきまして

も北海道後期高齢者医療広域連合において前々年度の所得をもとに試算をして

おります。後期８ページ２款１項１目督促手数料は前年同額の１千円を計上し

ております。後期９ページ３款１項１目事務費繰入金は広域連合事務負担金と

後期高齢者医療運営に必要な経費を一般会計からの繰入金として２３万８千円

減の５５０万８千円を計上しております。後期１０ページ２目保険基盤安定繰

入金は、低所得者に対する保険料軽減相当分を公費で負担するもので、８３万

３千円減の２１００万６千円を計上しております。後期１１ページ４款１項１

目繰越金、後期１２ページ５款１項１目延滞金、後期１３ページ２項１目保険
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料還付金、後期１４ページ２目還付加算金、後期１５ページ１目雑入につきま

しては、それぞれ前年同額の１千円の計上でございます。以上歳入合計も歳出

と同様７９６２万円、２６年度対比で２５２万円の増となっております。以上

後期高齢者医療特別会計の予算説明とさせていただきますので、ご審議のほど

よろしくお願い申し上げます。 

議長 休憩します。再開は、２時３５分といたします。 

（休 憩 午後 ２時１９分） 

（再 開 午後 ２時３５分） 

議長 再開します。次に、介護保険特別会計予算について提案説明を求めます。保健

福祉課長。 

保 健 福 祉

課長 

議案第２３号平成２７年度平取町介護保険特別会計予算についてご説明いたし

ます。介護保険１ページをお開き願います。歳入歳出予算、第１条歳入歳出予

算の総額は歳入歳出それぞれ４億５８１０万円と定める。２項歳入歳出予算の

款項区分及び当該区分ごとの金額は「第１表 歳入歳出予算」による。一時借入

金、第２条地方自治法２３５条の３第２項の規定による一時借入金の最高限度

額は５千万円とする。歳入歳出予算の流用、第３条地方自治法第２２０条第２

項ただし書きの規定により、歳入歳出予算の各項の経費を流用することができ

る場合は、次のとおりとする。保険給付費の同一款内の各項間の流用。それで

は、事項別明細書、歳出から説明させていただきます。３２ページをお開き願

います。１款１項１目一般管理費７４９万円の計上であります。これは介護保

険事業に必要となる、一般的経費でございます。本年度介護保険の制度の改正

及び第６期の介護保険事業計画のスタートとなり、前年度と比較し、需用費消

耗品がパンフレットを作成することにより、６９万４千円の増額となっており

ます。また委託料について、制度改正によるシステムの改修がございますので、

これも３００万円の増額となりまして、３６９万３千円の増額となっておりま

す。次３３ページをお開き願います。１款２項１目賦課徴収費３万６千円の計

上です。これは、第１号被保険者の保険料の普通徴収に係る経費でございます。

次３４ページをお開き願います。１款３項１目介護認定審査会費４３２万８千

円の計上であります。役務費ですが、介護認定審査会への資料となる主治医の

意見書を作成していただくための経費でございまして、本年度２０件程度の増

で１０万８千円の増額ということになっております。負担金につきましては、

日高西部介護認定審査会の規約に基づくもので、均等割、人口割でございます。

２６９万７千円の計上であります。３５ページをお開き願います。２目認定調

査費５００万７千円の計上であります。賃金について、介護認定審査員の賃金

でございますが、これの賃金のアップと認定者の増員によりまして、また介護
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予防日常生活支援事業の新しい事業に移行するための準備ということもござい

まして、１名の増でございます。それで、１９３万９千円の増額となっており

ます。また、賃金の増額に伴いまして、共済費１７万８千円の増額でございま

す。次、３６ページをお開き願います。１款４項１目計画策定費１３万円の計

上であります。介護保険運営委員会の報酬等でございまして、平成２６年に介

護保険事業計画を策定いたしましたので、その分の報酬費の減額となっており

ます。３７ページをお開き願います。２款１項１目居宅介護サービス給付費８

３０４万円の計上でございます。これは、在宅での介護サービスでデイサービ

ス、ショートステイ、ヘルパー事業の利用などに係る給付費でございます。各

サービスにつきまして、前年度より利用者が非常に多くなっております。その

ために、１２４２万円の増額ということになっております。次３８ページをお

開き願います。２目地域密着型サービス給付費６０４８万円の計上でございま

す。これにつきましては、平成２５年に開所しました地域密着型認知症グルー

プホーム、こころのホームふれないにおける給付費でございます。これは要支

援２及び要介護１から５の方が対象ということになります。２６年度、介護報

酬の部分的な加算額が減額となったために６１２万円の減額ということになっ

ております。次に３９ページをお開き願います。３目施設介護サービス給付費

でございます。２億３４０万円の計上になっております。これは施設での介護

サービスに対する給付費ということであります。これには施設給付費、常に介

護が必要となるための介護施設、老人ホームになります。それから病状が安定

し、リハビリを重点的においた介護老人保健施設、それから病状が安定してい

るが長期間にわたる療養が必要となるための介護療養型の医療施設ということ

になっております。本年度におきましては、月当たりの給付費は下がっており

ますが、特養などの利用者数が増員となっておりまして５１４万３千円の増額

ということになります。次に４０ページをお開き願います。４目福祉用具購入

費でございます。４０万８千円の計上であります。在宅で使用する福祉用具の

購入に対する給付ということになります。腰掛便座、特殊尿器など年間１０万

円を限度としております。個人負担は１割となっております。４１ページをお

開き願います。５目住宅改修費でございますが、１０８万円の計上であります。

これは要介護者が在宅での生活に必要な小規模な住宅改修に対する給付という

ことになります。主に手すり等がございます。上限２０万円として、自己負担

が１割ということであります。前年度実績に基づいて、１２万円の増額となっ

ております。次４２ページをお開き願います。６目居宅介護サービス計画給付

費１３２４万８千円の計上でございます。これは居宅介護支援事業者、これは

社協でございますが、居宅サービスの計画作成、またサービス提供事業者であ

ります連絡調整などの費用でございます。前年度より６０名程度増加しており

まして１１８万８千円の増額ということになっております。次に４３ページを

お開き願います。２款２項１目介護予防サービス給付費２２１７万６千円の計

上であります。これは要支援１、２の方が利用するサービスなどで、在宅に対
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する給付費でございます。通所サービスでありますデイサービスなんですが、

この利用者が増員ということで、本年度５８７万６千円の増額でございます。

次に４４ページをお開き願います。２目地域密着型介護予防サービス給付費１

２０万円の計上であります。これは認知症高齢者共同生活介護グループホーム

における要支援２の方が対象となる給付費でございます。食事、入浴、生活訓

練等のサービスということになります。次に４５ページをお開き願います。３

目介護予防福祉用具購入費４０万８千円の計上であります。これは要支援１、

２に認定される方が福祉用具を購入する費用として、給付されるものでござい

ます。次に４６ページお開き願います。４目介護予防住宅改修費でございます。

１０８万円の計上でございます。これも要支援１、２の方の在宅での生活に必

要な小規模な住宅改修に対する給付ということになります。上限２０万円でご

ざいます。これも実績によりまして、１２万円の増額でございます。次、４７

ページをお開き願います。５目居宅介護予防サービス計画給付費３２９万４千

円の計上でございます。これは介護予防支援事業者が居宅予防サービス計画の

作成などを行う際に要した費用に対する給付ということになります。これも実

績に応じまして４７万４千円の増額でございます。人数的には１５０名程度の

増ということになります。次４８ページをお開き願います。２款３項１目審査

支払手数料３５万円の計上でございます。これは各事業所から請求に対して、

国保連合会が行う審査に係る支払手数料でございます。これにつきましても、

若干伸びております。次、４９ページをお開き願います。２款４項１目高額介

護サービス費１２００万円の計上であります。これにつきましては利用者の１

か月内の自己負担合計額が高額になり、上限を超えた場合にその超過部分に支

給する費用でございます。本年度も短期入所者などのサービス利用者が増加に

なっておりまして、１９６万８千円の増額ということになります。次に５０ペ

ージをお開き願います。２目高額介護予防サービス費でございますが１万２千

円の計上でございます。これは要支援１、２の方が対象のサービスでございま

す。次、５１ページをお開き願います。２款５項１目高額医療合算介護サービ

ス費１２０万円の計上でございます。これは同一世帯で医療と介護の両方のサ

ービスを利用した場合に、その方に対して単年度で自己負担の軽減を図るため

の制度でございます。５０件ほどでございます。次に５２ページをお開き願い

ます。２目高額医療合算介護予防サービス費１万２千円の計上でございます。

合算世帯の要支援１、２の方に対する費用でございます。次５３ページをお開

き願います。２款６項１目特定入所者介護サービス費２６４０万円の計上でご

ざいます。これは所得の低い方に対して所得に応じた自己負担の限度額が設け

られ、これらを超えた場合の費用でございます。食費、居住費などの負担軽減

をしているところでございます。これも利用者の増加ということになり、増額

しております。次、５４ページをお開き願います。２目特定入所者介護予防サ

ービス費７万２千円の計上でございます。これも前ページ同様、要支援１、２

の方が対象ということになります。次に、５５ページをお開き願います。３款
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１項１目介護予防高齢者施策事業費１３６万３千円の計上でございます。この

事業につきましては、要支援または要介護になる前の介護予防を推進するため

の予算でございます。主に一般高齢者に対する健康運動指導、口腔ケアの事業、

いわゆる二次予防高齢者と言われ、要支援、要介護になるリスクの高い方を把

握し、その対策としている事業でございます。前年度より１３２万円の減額で

ございます。これは、第６期の介護保険事業計画策定に当たっての高齢者ニー

ズ調査を実施いたしました。その時に要しました臨時職員の賃金と共済費によ

るものでございます。また報酬の中の健康運動指導士の資格者が町内にいない

ために、報酬５８万６千円の減額ということにしております。次に、５６ペー

ジをお開き願います。３款２項１目包括的支援事業費３１３万円の計上でござ

います。これは包括支援センターの運営などに係る経常的な経費でございます。

前年度より９３万１千円の増額でございます。これは理由といたしまして、報

償費の２１万１千円の減額ですが、本年度より、権利擁護にかかわる成年後見

人制度の活用促進を考えて、委託料に計上しております。また、委託料ですが、

介護保険制度の改正に伴うシステムの改修がございまして、増額となっており

ます。次に５７ページをお開き願います。２目任意事業費６０７万８千円の計

上でございます。これは平取町での任意の事業の展開ということであります。

食の自立支援事業、これは配食サービスですが、これの委託料です。７７０食、

５０万円程度増額しております。また、認知症サポーターの養成事業や、また

家族介護の支援事業の高齢者の謝金については実績に応じて減額しておりま

す。次に５８ページをお開き願います。４款１項１目介護給付費基金積立金９

万４千円の計上でございます。これは介護給付費支払準備基金の利息でござい

ます。次に５９ページをお開き願います。５款１項１目利子１万円の計上でご

ざいます。これは一時借入金を起こした場合の利子でございます。６０ページ

をお開き願います。６款１項１目第１号被保険者保険料還付金でございます。

これは７万４千円の計上でございます。第１号被保険者に対して保険料の還付

が発生した場合の額でございます。前年同額でございます。６１ページをお開

き願います。予備費として５０万円の計上でございます。歳出合計４億５８１

０万円の計上でございます。次に歳入をご説明いたしますので、７ページをお

開き願います。歳入でございます。１款１項１目でございます。第１号被保険

者保険料６４２９万７千円の計上でございます。これは平成２７年度から２９

年度までの３年間、第６期の介護保険事業計画に基づき介護保険料３５００円

に本年度設定させていただきました。その分の保険料でございます。収納率９

９％を見込みまして、６３９９万７千円を予定しております。それから滞納繰

越分につきましては、２７年度繰り越される分として３００万円程度見込み、

その１０％で３０万円ということの計上にしております。次、８ページをお開

き願います。２款１項１目督促手数料２千円の計上でございます。次に９ペー

ジをお開き願います。３款１項１目介護給付費国庫負担金でございます。７４

６１万１千円の計上であります。これは介護給付費施設分１５％、その他分２
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０％の国の負担金でございます。これも給付費の増額によりまして、前年度よ

り増額でございます。１０ページをお開き願います。３款２項１目調整交付金

２９４４万円の計上でございます。この調整交付金につきましては、全国の水

準との格差の調整のための交付金ということでございます。高齢者の割合や所

得分布により全国平均の水準となるような調整を図るための国庫からの交付金

でございます。次、１１ページをお開き願います。２目地域支援事業交付金で

あります。３４万円の計上であります。これは介護予防高齢者施策事業であり

まして、今、ゆうあい長寿事業を行っております。それの経費分２５％分でご

ざいます。次、１２ページをお開き願います。３目包括支援事業交付金であり

ます。２８７万４千円の計上であります。これは包括的事業で地域包括支援セ

ンターの運営経費の３９％を乗じた額１２２万１千円、任意事業でありますこ

れは食の自立支援事業であります。業者負担１８４万円を差し引いて３９％乗

じた額でございます。次、１３ページをお開き願います。４目介護保険事業費

補助金でございます。１５０万円の計上でございます。これは介護保険制度に

よりまして、システム改修分３００万円のうち、国２分の１の補助金でござい

ます。次、１４ページをお開き願います。４款１項１目介護給付費交付金でご

ざいます。１億２０３６万１千円の計上であります。本年度より支払基金交付

金、これは第２号の被保険者の保険料でございますが、これは２９％から２８％

に変更されたということでございます。それで次１５ページをお開き願います。

２目地域支援事業交付金であります。３８万１千円の計上であります。これは

介護予防高齢者施策事業のゆうあい長寿事業に対しまして、２８％の交付金で

ございます。次、１６ページ。５款１項１目介護給付費道負担金でございます。

これは６５０９万４千円の計上であります。これは介護給付費の施設分１７．

５％、それからその他分１２．５％の道の負担金ということでございます。こ

れも給付費の増加によりまして、前年度より増加しているところであります。

次に１７ページをお開き願います。２目地域支援事業交付金でございます。１

７万１千円の計上ということになります。これもゆうあい長寿事業に対して、

道から１２．５％の交付金ということになります。１８ページをお開き願いま

す。３目包括支援事業交付金でございます。１４３万７千円の計上でございま

す。これも包括支援センターの運営経費の１９．５％分を乗じた額ということ

と、それと任意事業の食の自立支援事業の配食サービスの業者負担１８４万円

を差し引いた額に１９．５％を乗じた額ということでございます。次１９ペー

ジをお開き願います。６款１項１目利子及び配当金９万４千円の計上でござい

ます。これは介護保険給付費の支払準備基金の利子でございます。次２０ペー

ジをお開き願います。７款１項１目介護給付費繰入金でございます。５３７３

万２千円の計上であります。介護給付費に対する町の一般会計からの繰入金で

あり、負担割合１２．５％を乗じた額でございます。２１ページをお開き願い

ます。２目地域支援事業繰入金でございます。１７万１千円の計上でございま

す。これもゆうあい長寿事業に対する町一般会計からの繰入金でございます。
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１２．５％でございます。２２ページをお開き願います。包括支援事業繰入金

でございます。１４３万７千円でございます。これも町の一般会計からの繰入

金でございます。次に２３ページをお開き願います。４目低所得者保険料軽減

繰入金９７万８千円の計上でございます。これは介護保険制度の改正によりま

して、所得段階が９段階に見直されました。介護保険第１号保険料について、

給付費の５割と国で定められておりますが、低所得者の高齢者の保険料の軽減

を図るということで、市町村民の非課税世帯の中の第１段階の部分に対して、

今回、軽減措置をするということでございます。その中で、現行第１段階が０．

５でございます。それを０．０５分を公費で負担するということになります。

第１段階の被保険者４６６人が対象ということになります。金額といたしまし

ては、２１００円の４６６名で９７万８千円の計上ということになります。次、

２４ページをお開き願います。５目その他一般会計繰入金１５４９万１千円の

計上でございます。これは歳出１款の総務費で介護保険の運営上必要な一般的

事務経費で国や道から補助金がなく、町が全額負担することになり一般会計よ

り繰入れするということになります。その中で歳出でありました１６９９万１

千円からシステム改修の補助金が１５０万円補てんされるということになりま

す。それで、実際の額が１５４９万１千円ということの歳入でございます。次

２５ページをお開き願います。７款２項１目介護保険給付準備基金繰入金２３

２６万７千円の計上でございます。これは介護保険制度によりまして公費で負

担する分、また保険料で負担する分で賄えない不足分に対して、今回、基金を

繰入れし、補てんするものでございます。２６ページをお開き願います。８款

１項１目繰越金でございますが、本年度５０万円を計上しております。続いて

２７ページから２９ページまで、第１号被保険者の延滞金、同じく過料、そし

て預金の利子でございます。それぞれ１千円の計上でございます。続いて３０

ページをお開き願いたいと思います。９款３項１目雑入でございます。１９１

万９千円の計上でございます。これにつきましては、地域支援事業の中の食の

自立支援事業、配食サービスですが、それの利用者の負担分でございます。５

２０食分増額しております。次、３１ページでございますが、歳入の合計４億

５８１０万円でございます。前年度対比２７３０万円の増加ということになっ

ております。全体的にサービスの給付費が上がっておりますので、この２７３

０万という増額になっております。以上で平成２７年度介護保険特別会計予算

について説明を終わらせていただきます。ご審議のほどよろしくお願いしたい

と思います。 

議長 次に、簡易水道特別会計予算について提案説明を求めます。建設水道課長。 

建 設 水 道

課長 

それでは議案第２４号平成２７年度平取町簡易水道特別会計予算につきまして

ご説明申し上げます。第１条歳入歳出予算でありますが、歳入歳出予算の総額

は歳入歳出予算それぞれ３億７４４５万２千円とするものであります。２項に
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おいては歳入歳出予算の款項の区分及び当該区分ごとの金額は「第１表 歳入歳

出予算」によることとしております。第２条地方自治法の規定により、起こす

ことができる地方債の目的、限度額、起債の方法、利率及び償還の方法は、「第

２表 地方債」によるものとしています。第３条において一時借入金の最高限度

額を５千万円とするものであります。それでは、歳入歳出事項別明細書、歳出

よりご説明を申し上げますので、１５ページをお開き願います。３歳出１款１

項１目一般管理費で３１９６万３千円を計上しております。２６年度対比で２

４２万４千円の増となっております。２節給料から４節共済費、１９節の負担

金、補助及び交付金において９４万８千円の減となっておりますが、これにつ

きましては会計間異動によるものであります。２７節公課費において３３０万

円の増となっております。これは簡易水道事業に伴う消費税の納付金でありま

して、平成２６年度確定申告分２２０万円と平成２７年度の中間納付分１１０

万円を計上しております。次のページをお開き願います。２款１項１目維持管

理費で４１７０万円を計上しております。２６年度対比で４６２万９千円の増

となっております。７節賃金において３８万７千円の減となっておりますが、

施設管理、漏水調査賃金につきまして６６日分から２０日分としたことからの

減となっております。１１節需用費において５１１万３千円の増となっており

ますが、光熱水費において、電気料金の値上げに伴います３７９万円の増、そ

して修繕料においては、水道施設における老朽機器の更新に伴い、１１７万円

の増となっております。１２節役務費と１３節委託料におけます増減でありま

すが、水道施設の水質検査について、２６年度までは手数料で計上しておりま

したが、２７年度より委託料で計上することとしたことによる増減でございま

す。次のページをご覧願います。２款１項２目建設改良費で１億８４６８万３

千円を計上しております。２６年度対比で１億１４０７万８千円の増となって

おります。１３節委託料でありますが、継続事業の本町地区配水管整備工事、

新規として貫気別簡易水道配水管整備工事、振内橋添架配水管整備工事、そし

て本町地区増圧ポンプ新設工事に係る設計委託料、そして簡易水道統合計画策

定業務委託料を計上しております。１５節工事請負費でありますが、配水管整

備につきましては、本年度は本町地区と有収水率の低い貫気別地区の配水管工

事、そして振内橋架け替え工事に伴います配水管添架工事、そして量水器の更

新工事を計上しております。１８節備品購入費において１４０万円の増となっ

ておりますが、２７年において更新すべき量水器の個数が４００個となるため、

１００個分が増となっております。次のページをお開き願います。３款１項１

目元金で８４８１万７千円を計上しています。２６年度対比で７１４万４千円

の増となっております。２３節の償還金、利子及び割引料でありますが、２１

年度、２２年度に実施いたしました振内浄水場の機械設備工事、そして２３年

度に実施した配水管布設工事にかかわります起債償還借入れ分の元金償還が始

まることによる増であります。３款１項２目利子で３０７８万９千円を計上し

ております。これにつきましては水道施設整備事業に伴う起債の償還利子であ
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ります。次のページをお開き願います。４款１項１目予備費でありますが２６

年度と同額の５０万円を計上しております。以上で歳出の説明を終わらせてい

ただきます。続いて歳入の説明を行いたいと思いますので７ページをお開き願

います。２歳入１款１項１目使用料で１億３３４０万円を計上しております。

現年分本町簡易水道、貫気別、中部振内簡易水道におけます現年度分につきま

しては１億３１１０万円を計上しております。２６年度対比で８０万円の減を

見込んでおります。この減の要因といたしまして、給水世帯の減少と全体的な

使用水量の減少によるものであります。滞納繰越分につきましては２３０万円

を計上しております。２６年度対比で８０万円の増を見込んでおります。次の

ページをお開き願います。１款２項１目手数料でありますが、２６年度同額の

２０万円を計上しております。２款１項１目簡易水道施設費国庫補助金で３４

９９万８千円を計上しております。本町地区と貫気別地区の配水管整備工事に

係ります国庫補助金であります。次のページをお開き願います。３款１項１目

繰越金５０万円を計上しております。４款１項１目一般会計繰入金で７７６５

万３千円を計上しております。２６年度対比で４５９万２千円の増となってお

ります。事業費の財源不足を一般会計に求めたものであります。次のページを

お開き願います。５款１項１目雑入で１千円を計上しております。６款１項１

目簡易水道事業債で１億２７７０万円を計上しております。水道施設整備事業

に伴う国庫補助金以外の財源を町債に求めたものであります。以上で歳入の説

明とさせていただきます。次に、第２表地方債をご説明いたしますので４ペー

ジをお開き願います。起債の目的、限度額、方法、利率、償還の方法を定める

ものでありますが、平成２７年度はここに記載の四つの事業に充当を予定して

おります。限度額につきましては１億２７７０万円にしようとするものであり

ます。以上で議案第２４号平成２７年度平取町簡易水道特別会計予算の説明を

させていただきましたので、ご審議のほどよろしくお願い申し上げます。 

議長 次に、国民健康保険病院特別会計予算について提案説明を求めます。病院事務

長。 

病 院 事 務

長 

議案第２５号平成２７年度平取町国民健康保険病院特別会計予算についてご説

明申し上げます。病院予算書の１ページをご覧願います。第１条総則としまし

て、平成２７年度平取町国民健康保険病院特別会計の予算を次のように定めよ

うとするものでございます。第２条の業務の予定量でございます。１.業務量

（１）本院の病床数は、一般病床が３１床、療養病床が４０床の計７１床でご

ざいます。年間の患者数は、入院が１万７１５５人を予定しております。外来

は２万４３００人の患者数を予定しております。１日平均患者数は、入院が４

７人を見込み、外来は１００人を見込んでおります。次に（２）振内診療所で

ございますが、年間外来患者数は４３１３人で、１日平均１９人を予定してお

ります。次に主要な建設改良事業となります。事業は平取町国民健康保険病院
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改築設計事業６６００万円を予定しています。次に、第３条収益的収入及び支

出の予定額を次のとおりとするものでございます。収入支出とも同額の７億２

３２７万円を予定しております。予算内容につきましては、予算説明書でご説

明申し上げます。次のページをご覧願います。第４条の資本的収入及び支出の

予定額を次のとおりとするものでございます。資本的収入の予定額を８２５０

万９千円とし、資本的支出の予定額を８７３８万９千円としております。この

収入が支出に対して不足する４８８万円は、留保資金で補てんする予算措置と

なっております。予算内容につきましては、予算説明書でご説明申し上げます。

次に第５条、起債の借入限度額を定めるものでございます。平取町国民健康保

険病院改築事業の財源として起債の発行を予定しております。限度額は５４０

０万円の借入れを予定し、借入条件等は記載のとおりでございます。次に、第

６条、一時借入金の限度額を２億円と定めるものでございます。第７条は議会

の議決を経なければ流用することができない経費となりますが対象となる経費

は、職員給与費が４億６９５０万８千円とし、交際費が３０万円としておりま

す。次に、第８条はたな卸資産の購入限度額を７千万円と定めるものでござい

ます。以上が平成２７年度平取町国民健康保険病院特別会計予算案となります。

続きまして、予算の内容を説明させていただきます。次のページをご覧願いま

す。平成２７年度平取町国民健康保険病院事業特別会計予算実施計画、総括で

ございます。まず、収益的収入及び支出の収入のうち収入第１款病院事業収益

が、本年度予算額７億２３２７万円となり、前年度比較２２３１万３千円の減

となっております。第１項医業収益は４億１５１７万３千円で、前年度比較５

０３万４千円の増となっております。目に関する予算額は予算説明書でご説明

いたしますので省略させていただきます。次に、第２項医業外収益は３億８０

９万６千円で１０３５万３千円の増となっております。第３項特別利益は１千

円を見込んでおります。前年度から３７７０万円の減となっておりますがこれ

は会計制度改正により、前年度計上していた特別利益がなくなったことにより

ます。次に、支出の第１款病院事業費用の本年度予算額は７億２３２７万円と

しております。第１項医業費用は７億２０７６万３千円で前年度比較１５４４

万６千円増となっております。第２項医業外費用は１３０万７千円で前年比較

２５万８千円の減となっております。第３項特別損失は２０万円で、これも会

計制度改正により、特別損失がなくなり、前年度比較１７５９万９千円減とな

ります。第４項予備費は前年度同額としております。次のページをご覧願いま

す。資本的収入及び支出となります。第１款資本的収入は８２５０万９千円と

なり、前年比較５８２０万９千円の増となります。第１項一般会計負担金は２

８３８万９千円で前年比較４７９万８千円の増となっております。第２項企業

債は改築事業の財源として５４００万円の借入れを予定しております。第３項

奨学資金等貸付償還金は平成２２年度に支給した奨学金の返還を受けることと

して、１２万円を見込んでおります。次に、支出ですけれども、資本的支出は、

本年度予算額８７３８万９千円となり、前年度比較５８７４万９千円の増とな
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ります。第１項企業債償還金は、本年度予算額６９万３千円で前年比較２３万

１千円の減となります。第２項長期借入金償還金は、一般会計借入金の償還分

４４０万円となります。第３項建設改良費は、医療機器等の整備と病院改築の

設計を予定して、８１０９万６千円を予定し、前年比較５７７８万円の増とな

っております。第４項貸付金は看護学校への就学資金と看護職資格取得資金を

予定しております。収支につきましては先ほど説明いたしましたが、４８８万

円の不足がありますが、留保資金で補てんする予算としております。次のペー

ジをご覧願います。平成２７年度平取町国民健康保険病院事業会計予算説明書

に入らせていただきます。まず、収益的収入１款１項１目入院収益ですが、１

日平均患者数を一般病床が２８人、療養病床が１９人を見込み、年間患者数を

それぞれ一般病床１万２２０人、療養病床６９３５人とし、１日１人当たりの

診療単価を一般病床が１万５９００円、療養病床が１万２２００円を見込んで

おります。それにより、入院収益が２億４７１０万５千円を予定し、前年同額

を見込んでおります。次に、１款１項２目外来収益ですが本院は１日平均１０

０人、延べ患者数２万４３００人、診療単価を４５００円として見込んでおり

ます。振内診療所は１日平均患者数１９人、述べ患者数４３１３人、診療単価

が５２００円を見込んでおります。外来収益を本院、振内診療所あわせて１億

３１７７万８千円を予定しており、前年度比較３３０万７千円の増としており

ます。次に、１款１項３目その他医業収益ですが本年度予算額は３６２９万円、

前年度比較１７２万７千円の増となっております。１節室料差額収益、２節公

衆衛生活動収益、３節自動車収益が前年度と同額としております。４節その他

医業収益は各種予防接種、健診などと収入調整なども勘案して、２９２８万５

千円を計上しております。次のページをご覧願います。１款２項１目受取利息

配当金でございます。本年度予算額９千円を予定しております。次に、２目の

他会計負担金ですが１節の一般会計負担金は繰入金を２億８千万円計上してお

ります。２節国民健康保険特別会計補助金として、救急患者受入体制支援事業

に該当する夜間休日の医師確保に対する経費の助成金４５０万円を国保会計か

らの繰入金として計上しております。次に、３目患者外給食収益は４４万５千

円としております。４目その他医業外収益は本年度予算額２３１４万２千円で、

前年度比較３４万２千円の増となっております。１節のその他医業外収益は５

９４万６千円を計上し、６０万４千円の増となっております。主なものは職員

住宅の使用料が増加するものとなります。休日夜間診療確保対策費補助金は、

日高医師会からの助成金を昨年度に引き続き計上しております。２節長期前受

金戻入の科目は昨年度から計上した科目ですが、取得した対象資産の減価償却

見合い分を収益化するものとなります。前年度比較２６万２千円の減となって

おります。次に１款３項１目特別利益ですが１千円を計上しています。昨年度

から３７７０万円の減となっておりますが、会計制度改正により、昨年度計上

された退職給付引当金に係る利益がなくなったことによります。次のページを

ご覧願います。収益的支出の予算となります。１款１項１目給与費でございま
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す。本年度は４億６９５０万８千円となり、前年度比較２３２３万３千円の増

となります。１節給料は医師２名、職員３１名の総額１億４７０９万２千円と

なります。増額となった理由は定期昇給、職員の入れ替わりなどにより、５０

０万８千円の増額となっております。２節手当は各種手当として９６２９万４

千円を計上しております。勤勉手当の支給率の改正などで３９４万４千円の増

となっております。３節報酬は１億１７５１万２千円で、その内嘱託職員報酬

が７９４７万円となり、この中には医師２名分の給与が含まれております。振

内診療所医師分の診療日数が増えた分と看護師の育児休業復帰などにより８８

６万３千円増となっております。嘱託医師等業務報酬として出張医等の報酬を

３８０４万２千円計上しております。常勤医師の負担軽減を考慮し、出張医な

どを依頼いたします。４節法定福利費は本年度予算額５５７４万３千円で、前

年度比較１６７万１千円の増となっております。５節退職給与金は本年度予算

額３３４２万円で前年度比較１５９万９千円の増となっております。６節賞与

引当金繰入額は昨年度から会計制度改正により、義務付けられたものになりま

す。本年度予算額は１９４４万７千円となり、前年度比較２１４万８千円増と

なります。次のページをご覧願います。１款１項２目材料費でございます。本

年度予算額６３４０万円を計上しております。前年度比較５５万２千円の減と

なっております。１節薬品費は２０４０万円を計上しております。前年度比較

９６０万円の減となっておりますが、これは薬品費について、２６年度実績見

込みにより精査して計上したことによります。２節診療材料費は４２００万円

を計上しております。前年度比較は９０４万８千円の増となっております。２

７年度から給食材料費の委託を廃止して直接購入することとしたことにより、

給食材料費１３８０万円が新規に増加となっております。これに伴いまして経

費の委託料がなくなることになります。３節医療消耗備品費は８０万円を計上

し前年同額としております。４節給食消耗備品費も前年同額としております。

次のページをご覧願います。１款１項３目経費でございます。本年度予算額１

億６２２１万３千円を計上し、前年度比較６８６万６千円の減となっておりま

す。１節賃金は６３９万７千円を計上しており、前年度比較２９８万３千円減

となり、臨時職員賃金を計上しております。２節旅費交通費は３５０万円を計

上し前年度と同額としております。３節職員被服費は７０万円を計上し、前年

度比較２万円減としております。４節消耗品費は２６０万円を計上し、２０万

円減とし、５節消耗備品費は１８０万円で前年比較１０万円減としております。

６節会議費は１０万円を計上し前年同額となります。７節光熱水費は５７７万

円で１２万円増としております。単価増などを見込んでおります。８節燃料費

は１２２０万２千円を計上し、６０万１千円増となっております。９節食糧費

は４０万円を計上し、１０節印刷製本費は８０万円を計上し前年度同額として

おります。１１節使用料及び手数料は１００１万円を計上し、前年度比較１９

３万６千円の増となっております。医師送迎車の入れ替えのリース料や常勤医

の負担軽減を図るため出張医の確保の医師紹介手数料などの増加によります。
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１２節通信運搬費は１０７万２千円を計上し、前年度比較１万８千円増となっ

ております。１３節保険料は２００万円を計上し、前年度比較９千円増となっ

ております。１４節建物修繕費は２７０万円を計上し前年同額となっておりま

す。１５節車輌及備品修繕費は２１０万円を計上しております。前年度比較１

０万円減としております。１６節賃借料は３２万４千円を計上し前年度同額と

なっております。次のページをご覧願います。１７節委託料は１億７２２万２

千円を計上し、前年度比較６１１万円の減となっております。主要な減額の要

因は材料費のところでも説明いたしましたが、給食材料費の委託の廃止や振内

診療所の派遣医師の日数と単価の減などがあります。１８節交際費は前年度同

額となっております。１９節諸会費は１５６万６千円を計上し、前年度比較３

万７千円減となっています。２０節雑費は５０万円を計上し、前年同額となっ

ております。次のページをご覧願います。２１節修繕引当金繰入額は昨年度の

会計制度改正により計上しておりまして、昨年度と同額の１０万円を計上して

おります。２２節貸倒引当金繰入額のも今ご説明した修繕引当金繰入額と同じ

になりまして昨年同額の５万円を計上しております。次に１款１項４目減価償

却費でございます。本年度予算額は２３６６万２千円を計上し、前年比較２９

万９千円の減となっております。１節建物減価償却費から５節リース資産償却

費の当年度償却予定額を計上しております。次に１款１項５目資産減耗費でご

ざいます。１節たな卸資産減耗費、２節固定資産除却費ともに前年度同額の４

０万円を計上しております。次に１款１項６目研究研修費でございます。本年

度予算額１５８万円を計上しております。２節旅費交通費が前年度比較７万円

の減となっています。その他の科目は前年度同額としております。次のページ

をご覧願います。１款２項医業外費用１目支払利息及企業債取扱諸費でござい

ます。本年度予算額は３０万７千円を計上しており、前年度比較４万２千円の

増となっております。次に、１款２項２目消費税でございます。１００万円を

計上し、前年度比較３０万円の減となっております。次に１款３項１目特別損

失でございます。本年度予算額２０万円を計上し前年度比較１７５９万９千円

の減となっております。会計制度改正に伴い、２６年度は特別損失が計上され

ましたが、２７年度は計上されないことによります。次に、予備費は前年同額

の１００万円を計上しております。次のページをご覧願います。資本的収入の

説明になります。１款１項１目一般会計負担金でございます。資本的支出に伴

う財源として一般会計からの繰入れを計上するものでございます。資本的支出

の特定財源を除いた支出額に対する一般会計の負担分として２８３８万９千円

を計上しています。次に１款２項１目企業債でございます。改築事業に係る実

施設計費の財源として５４００万円の起債の発行を予定しています。次に１款

３項１目奨学資金貸付金償還金でございます。奨学資金の貸付金の償還として

１２万円を見込んでおります。次のページをご覧願います。資本的支出になり

ます。１款１項１目企業債償還金でございます。本年度予算額は６９万３千円

を計上し、前年度比較２３万１千円の減となっております。次に１款２項１目
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長期借入金償還金でございます。２２年度において一般会計から４４００万円

の運転資金を借入れたものを１０年で元金均等償還することとして５回目の償

還分４４０万円を計上しております。次に、１款３項１目資産購入費でござい

ます。１節医療機器購入費の主なものは電動ベッドなどの医療機器の購入費で

３００万円を計上しております。２節は一般備品購入費として３０万円を計上

しております。３節リース資産購入費は医療機器などのリース料の支払いとし

て７１９万６千円を計上しております。次に、１款３項２目建設工事費でござ

います。１節の委託料として病院改築に係る基本設計と実施設計委託料として

６６６０万円を計上しております。２節工事請負費は病院職員住宅の外部塗装

工事として４００万円を計上しております。次に１款４項貸付金１目奨学資金

等貸付金でございます。奨学資金貸付金は２７年度から看護学校へ入学する学

生に対しての貸付金６０万円を計上しております。２目看護職資格取得資金貸

付金は２６年度に新たに制度を設けさせていただきました貸付金でありまし

て、６０万円を計上しております。次のページをご覧願います。１６ページか

ら２０ページまでは給与費明細となりますが、詳細の説明は省略させていただ

きます。２１ページをお開き願います。次に、平成２７年度平取町国民健康保

険病院事業予定キャッシュ・フロー計算書でございます。２７年度の資金の動

きの情報となります。１年間の資金の受入支出の予定を記載したものとなりま

す。１の業務活動によるキャッシュ・フロー、２の投資活動によるキャッシュ・

フロー、３の財務活動によるキャッシュ・フローと三つに区分した現金の予定

になります。一番下の２７年度末の資金残高が１２４万３千円と見込んでおり

ます。詳細の説明は省略させていただきます。次のページをご覧願います。平

成２７年度平取町国民健康保険病院事業予定貸借対照表でございます。２７年

度の貸借対照表でございますが２８年３月末の予算執行後の残高となっており

ます。まず左側の資産の部、１．固定資産ですが（１）の有形固定資産がイ、

土地からト、の建設仮勘定の項目まであわせまして３億７６２８万４千円の残

高となっております。次に（２）の無形固定資産はイ、の電話加入権からハ、

の無形リース資産の項目をあわせまして、２９７万２千円になります。（３）投

資その他の資産がイ、の前払退職手当組合負担金からロ、の貸倒引当金をあわ

せまして、４１６５万３千円になります。固定資産合計が４億２０９０万９千

円となります。次に、２の流動資産ですが、現金預金の残高が１２４万３千円、

未収金が５千万円、貯蔵品が３００万円を見込み、流動資産合計が５４２４万

３千円を予定しております。資産合計が４億７５１５万２千円となります。次

に、右側の負債の部の３．流動負債でございますが、（１）の一時借入金から（７）

の預り金までの残高が１億１１６３万８千円を予定しております。次に４．固

定負債でございます。（１）の企業債から（４）の引当金までの残高が７７４０

万７千円を予定しております。次、５の繰延収益になりますが（１）の長期前

受金から（３）の建設仮勘定長期前受金までの残高が１億３４０６万円を予定

しております。負債合計が３億２３１０万５千円を予定しております。次に資
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本の部でございますが６．資本金ですが、（１）の自己資本金として２億１４１

万４千円の残高を予定しております。７．剰余金は（１）の資本剰余金のイ、

その他の資本剰余金が１５２万８千円となります。（２）の利益剰余金はロ、繰

越利益剰余金年度末残高、これは累積欠損になりますが５０８９万５千円を予

定しております。利益剰余金合計がマイナス５０８９万５千円となり、資本剰

余金が１５２万８千円となり、資本金合計とあわせた資本合計が１億５２０４

万７千円を予定しております。負債・資本合計が４億７５１５万２千円となり、

左、右と同額で平成２７年度末予定貸借対照表となります。次に、２３ページ

をご覧願います。昨日の議会で提出した補正予算を見込まない額での２６年度

の予定損益計算書となります。２６年度の決算見込みとなりますが、１．医業

収益から４．医業外費用の各金額の説明は省略させていただき、経常利益の欄

になりますけれども、２６年度補正予算を見込まない損失になりますが、５４

１２万円を見込み、特別利益が３８７８万４千円、特別損失が１７２９万９千

円を含めた、平成２６年度純損失が３２６３万５千円となる決算を見込んでお

ります。昨年度の繰越欠損金が１８２６万円ありますので、この額を加算した

５０８９万５千円が累積欠損となる予定です。昨日、補正予算を提出させてい

ただいて議決を得ておりますので、この額から３２００万円が減った額が実際

の決算見込みになるかと思います。次に、２４ページをご欄願います。平成２

６年度の予定貸借対照表になります。今ご説明した予定損益計算書の数字に基

づいた予定貸借対照表となります。補正が含まれていない額となりますので各

科目の数値については説明を省略させていただきます。平成２６年度から地方

公営企業会計制度が大きく改正され、その実行年の初年度の途中で決算が確定

しておりませんが、財務諸表などが大きく変わり、説明が行き届かなかった箇

所もあったかと思いますがご理解をお願いいたします。以上病院会計の説明を

終わらせていただきますのでご審議のほどよろしくお願いします。 

議長 以上で議案第２０号から議案第２５号までの平成２７年度各会計予算の説明が

終了いたしました。 

お諮りします。ただいま提案がありました平成２７年度平取町各会計予算につ

いては、議会運営基準１１１により、議員全員で構成する予算審査特別委員会

を設置し、これに付託して審査したいと思います。ご異議ございませんか。 

（異議なしの声） 

異議なしと認めます。従って、日程第２、議案第２０号から日程第７、議案第

２５号までの平成２７年度平取町各会計予算については、予算審査特別委員会

に付託し、審査することに決定しました。 

お諮りします。ただいま設置されました、予算審査特別委員会の正副委員長の

選挙については、議長の指名推薦により行いたいと思いますが、ご異議ござい

ませんか。 

（異議なしの声） 
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異議なしと認めます。したがって予算審査特別委員会の正副委員長の選挙につ

いては、議長が指名推薦することに決定しました。それでは指名します。予算

審査特別委員会委員長には櫻井幹也議員。副委員長には千葉良則議員を指名し

ます。以上のとおり、指名推薦しますが、ご異議ありませんか。 

（異議なしの声） 

異議なしと認めます。従って、予算審査特別委員会委員長には櫻井幹也議員、

副委員長には千葉良則議員と決定しました。明日４日から８日までは休会とし、

９日に再開しますので、よろしくお願いをいたします。以上で本日の日程はす

べて終了いたしましたので、これをもって散会といたします。ご苦労様でござ

いました。 

（散 会 午後 ３時４６分）


